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会費納入のご協力をお願いいたします

2024年

11月30日（土）
●総　会／午後4時～ （午後3時30分受付開始）
 主な議案：同窓会会則の改定ほか
●講演会／午後5時00分～
●懇親会／午後6時10分～

からすま京都ホテル（四条烏丸下ル）

日 時

会 場

落語家。米朝事務所所属。来年3月、四代目桂米之助を襲名予定。
（大倉正裕：洛46）

講 演「落語家の道～師匠と私～」

桂　ちょうばさん
講師

同窓会総会第71回

8,000円
4,000円（当日受付にて）

☆洛北70期から73期までの会員
（令和3年3月卒業～6年3月卒業）は

※出欠については同封ハガキで11月15日（金）までにお知らせください。

案内状・宛名印刷をお手伝いします。

学年・クラス・（Ⅰ類～Ⅲ類など）コース別、部活OBOG会、

地域… 同窓会を開きませんか？

同窓会は会員の皆さまの会費によって下記の活動を行っています。
現在、会員の約９割が未納です！　 このままでは同窓会の運営・維持が非常に難しくなります。
何とぞ会費（2,000円/年～）のご納入をお願いいたします。

※上記番号を
　払込票にご記入ください
郵便局（ゆうちょ銀行）の場合、
振込手数料は同窓会事務局で負担し
ますので不要です。

会員情報の
維持管理

学年同窓会
などの案内状・
宛名印刷ほか
各種サポート

『あかね』の
発行・
発送

ホームページの
作成・管理

kyo1c-
rakuhoku.com

本部総会の開催 母校への支援 資料の
保管・活用

ほか同窓会の
円滑な運営に
必要な活動

郵便局（ゆうちょ銀行）から
宛名台紙下の払込票をご使用ください

01050-4-1043
銀行振り込みは京都銀行下鴨支店

カード決済なら
右のQRコードから

名札作製、校歌CDの貸出し、案内状やパンフレット用の画像

提供なども可能です。お気軽にご相談ください。

懇親会費

単 年 度
（令和６年度分）

3年前納
（令和6～ 8年度分）

5年前納
（令和6～10年度分）

2,000円

会　費年　数

9,000円

5,500円

同窓会の主な活動

普通預金 19950 京一中洛北高校同窓会
理事長　山川富士夫

※ 令和 3年以降の卒業生には卒業時に4年分の会費を前納いただいています。
令和 2年以前の卒業生は本年度分から納入ご協力をお願いします。

※

※同窓会最新データによる

納 入 方法

1

2

3

❶

❷

❸

同窓会だからできるサポート同窓会だからできるサポート！
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第62号

令和 6（2024）年

題字「あかね」揮毫　表千家十二代　久田宗也（京一中昭和17年卒）

COVER
表紙

木の椅子はまさに自然からの贈り物。上高地の深遠な森のなかに置かれた
秀太郎工房のロッキングチェアーの佇まいは、私が青春代を過ごした京都
の歴史と雅な美的価値観が反映されたものと感じています。体がやさしく
包みこまれるような座り心地は、工房の長い椅子製作の経験値から生み出
されました。工房開設40周年の今年、ロッキングチェアーがそのデザイン
性と共にゆったりとくつろげる心地よさを評価され、京都柊家さんの特別
室に採用されたことで、自分自身と京都そして洛北高校との御縁を改めて
深く心に感じています。
【作家略歴】東京都出身。信州大学工学部に在学中、松本の職人文化に触
れ同大学を中退して、ギター製作、民芸家具工房、建築等の修業を経て
1984年、家具工房を設立。幅広いオーダー家具をこなしつつ、オリジナ
ルの木の椅子を制作開始する。2009年安曇野にショールーム併設の住居
兼工房を自ら設計し、次男達彦と共に若い世代にも支持を広げるべく制作
活動中。
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ナ
禍
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念
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典
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経
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４
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ぶ
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
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想
う
講
演
や
ク
イ
ズ
を
一
堂
に
会
し
て

第
70
回
　
同
窓
会
総
会 

ル
ポ

…
…
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第
70
回
総
会  

講
演
記
録
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
思
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こ
と
」
●
加
藤
幹
雄
（
洛
北
５
期
）

会
長 

髙
坂
節
三 

（
洛
北
４
期
）

特
別
顧
問 
川
口
浩
文

芸
事
と
趣
味

あ
か
ね
に
想
う

３
月
１
日
、
母
校
の
卒
業
式
に
招
か
れ
、
厳
か
さ
の

中
に
明
日
へ
の
希
望
溢
れ
る
卒
業
生
の
晴
れ
姿
を
、
久
し

ぶ
り
に
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
・
同
窓
会
員
で
も
あ

る
そ
の
姿
に
、
改
め
て
70
年
以
上
を
数
え
る
洛
北
高
校
の

歴
史
を
実
感
し
、「
あ
か
ね
」
を
読
ん
で
く
れ
る
皆
さ
ん

の
幅
の
広
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
在
学
中
勉
強
に
力
が
入
ら
ず
、
全
国
高
校
第
３
位
と
強
か
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
熱
を
上
げ
る
と
と
も
に
、週
末
に
は
川
端
丸
太
町
の
日
本
棋
院
京
都
本
部
に
足
を
運
び
、

囲
碁
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
イ
を
観
ま
し
た
し
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
も
何
回
か
観
戦
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
熱
狂
ぶ
り
に
驚
き

ま
し
た
。
観
戦
を
通
じ
て
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
海
外
で
現
地
の
人
た
ち
に
近
づ
く
に

は
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
が
必
須
の
よ
う
で
す
。
囲
碁
は
、
昨
年
京
都
大
学
囲
碁
部
が
全
国

制
覇
し
た
折
、
部
員
の
何
人
か
と
会
食
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
洛
北
高
出
身
の
女
性

メ
ン
バ
ー
が
お
ら
れ
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
春
、
国
立
京
都
博
物
館
で
開
か
れ
た
「
雪
舟
伝
説
」
の
展
覧
会
で
は
、
雪
舟
が

描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
琴
棋
書
画
図
屏
風
」
が
重
要
美
術
品
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
琴
棋
書
画
」
と
は
琴
・
囲
碁
・
書
道
・
絵
画
の
四
つ
の
芸
事
の
こ
と
で
、
中

国
で
古
く
か
ら
知
識
人
の
心
得
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

学
業
は
そ
こ
そ
こ
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
囲
碁
に
興
じ
て
い
た
青
春
時
代
が
、
70

年
を
過
ぎ
た
今
も
懐
か
し
く
、私
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動

に
多
大
な
御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
夏
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
学
校
に
帰
る
途
中
、

比
叡
の
山
ま
で
見
通
す
街
が
全
て
あ
か
ね
色
に
染
ま
っ
て

い
る
光
景
に
出
会
い
ま
し
た
。
声
が
漏
れ
る
ほ
ど
の
幻

想
的
な
光
景
で
し
た
。
多
く
の
同
窓
の
方
々
が
こ
の
光
景
に
出
会
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
い
つ
つ
、
画
家
で
あ
り
詩
人
で
あ
っ
た
故
村
山
槐
多
氏
の
詩
「
一
本
の
ガ
ラ
ン

ス
」
を
想
起
し
ま
し
た
。
京
一
中
百
五
十
周
年
記
念
誌
『
わ
れ
ら
自
由
の
学
び
舎
に
育
ち
』

の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
も
い
た
詩
で
す
。

た
め
ら
ふ
な
、
恥
ぢ
る
な
／
ま
つ
す
ぐ
に
ゆ
け
、
／
汝
の
ガ※
ラ
ン
ス
の
チ
ュ
ー
ブ
を

と
つ
て
／

汝
の
パ
レ
ッ
ト
に
直
角
に
突
き
出
し
／
ま
っ
す
ぐ
に
し
ぼ
れ 

…
…�

（
※
茜
色
）

何
か
を
振
り
払
っ
て
全
身
で
進
ま
ん
と
す
る
若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
を
感
じ
、「
直

角
に
」「
ま
っ
す
ぐ
に
」
の
語
に
、
あ
か
ね
色
の
町
を
堂
々
と
歩
い
て
行
く
彼
の
姿
を
夢

想
し
ま
す
。
一
方
、
こ
の
詩
は
次
の
よ
う
に
閉
じ
ゆ
き
ま
す
。

…
…
／
た
め
ら
ふ
な
、
恥
ぢ
る
な
／
ま
つ
す
ぐ
に
ゆ
け
、
／

汝
の
貧
乏
を
／
一
本
の
ガ
ラ
ン
ス
に
て
塗
り
か
く
せ

塗
り
隠
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
貧
乏
」
と
呼
ん
だ
実
体
を
問
う
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
を
感

じ
ま
せ
ん
。
若
き
が
故
の
負
を
抱
き
つ
つ
も
、
恥
じ
る
こ
と
を
超
え
て
真
っ
直
ぐ
に
行

か
ん
と
す
る
気
概
こ
そ
を
、
ガ
ラ
ン
ス
（
あ
か
ね
色
）
に
見
ま
す
。
そ
し
て
翻
っ
て
、

本
校
で
学
ぶ
生
徒
達
に
、
今
を
豊
か
に
生
き
、
志
と
情
熱
を
持
っ
て
、
そ
の
先
の
世
界

に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と
願
う
次
第
で
す
。

（
下
鴨
神
社
崇
敬
会 

理
事
）

（
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校・
附
属
中
学
校
校
長
）

巻
頭
言
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京
都
の
祇
園
で
「
キ
エ
フ
」
と
い
う
店
を
や
っ
て
い
る
関
係
で
、
こ
の
戦
争
の

去
就
に
つ
い
て
は
日
々
心
を
傷
め
て
い
る
一
人
と
し
て
、
私
自
身
の
感
想
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
店
は
1
9
7
2
年
に
亡
父
が
創
業
し
て
51
年
に
な
り
ま
す
。
父
は
戦
前
旧

満
洲
の
ハ
ル
ピ
ン
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
ロ
シ
ア
文
化
に
親
し
み
、
戦
後
の
東
京

で
「
ス
ン
ガ
リ
ー
」
と
い
う
ロ
シ
ア
料
理
店
を
開
業
し
ま
し
た
。「
ス
ン
ガ
リ
ー
」

と
は
ハ
ル
ピ
ン
を
流
れ
る
巨
大
な
河
の
愛
称
で
す
。
京
都
出
身
の
父
は
故
郷
に
錦

を
飾
り
た
い
と
「
ス
ン
ガ
リ
ー
」
の
京
都
店
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

開
店
の
前
年
、
1
9
7
1
年
に
京
都
市
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
市
と
が
姉

妹
都
市
の
提
携
を
し
ま
し
た
。
父
が
京
都
市
か
ら
の
進
言
も
あ
り
、
店
名
を
「
キ

エ
フ
」
に
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
何
度
も
キ
エ
フ
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
京
都
と
同
じ
よ
う
に
古
都
で
山
紫

水
明
の
景
観
の
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。
今
は
戦
争
の
真
っ
只
中
で
、
毎
日
の
よ
う

に
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ロ
シ
ア
が
世
界
遺
産
に
も
な
っ
て
い

る
名
所
旧
跡
を
爆
撃
し
や
し
な
い
か
と
日
々
心
配
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
ど
う
い
う
国
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
面
積
は
日
本
の
１・
６
倍
で
す
が
、
日
本
と
違
っ
て
国
土
全

体
が
非
常
に
フ
ラ
ッ
ト
で
世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
す
。
私
が
最
初
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
い
う
地
名
を
知
っ
た
の
も
、
母
校
の
社
会
科
で
「
肥
沃
な
大
地
に

恵
ま
れ
て
い
る
小
麦
の
産
地
」
と
し
て
で
し
た
。
人
口
は
２
０
２
１
年
当
時
で

４
１
５
９
万
人
で
す
が
、
今
は
沢
山
の
避
難
民
が
国
外
に
出
て
い
ま
す
の
で
約

３
１
０
０
万
人
と
聞
い
て
い
ま
す
。
人
種
構
成
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
78
％
、
ロ

シ
ア
人
が
17
％
、そ
の
他
が
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ

て
最
南
部
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
24
％
で
ロ
シ
ア
人
が
56
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
へ
行
く
ほ
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
比
率
が
上
が
り
、
東
や

南
へ
行
く
ほ
ど
ロ
シ
ア
人
の
比
率
が
上
が
る
と
い
う
、
単
一
民
族
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
多
様
な
人
種
分
布
と
な
っ
て
い
ま
す
。
言
語
に
つ
い
て
店
の
ロ

シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
わ
か
る
の
で
す
が
話

せ
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
も
ロ
シ
ア
語
も
ス
ラ
ブ
語
で

キ
リ
ル
文
字
を
使
う
の
で
す
が
、
違
う
言
葉
な
の
で
す
ね
。
ま
た
厄
介
な
の
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
話
す
、
ロ
シ
ア
人
は
ロ
シ
ア
語
を
話
す
と

講
師
　
加
藤
　
幹
雄
（
洛
北
５
期
）

第
70
回
総
会
　
講
演
記
録

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
思
う
こ
と

［プロフィール］
�１９３８年旧満州国ハルピン生まれ。一橋大学経済学部卒業。１９６１年 
住友金属工業入社。ニューヨーク所長を経て同社副社長。退任後、２００４
年からレストラン「キエフ」の経営に携わる。

総
会
は
髙
坂
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
特
別
顧
問
の
洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
の
川

口
校
長
が
ス
ポ
ー
ツ
・
勉
学
共
に
頑
張
る
在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
を
伝
え
ら
れ
た
。
続
い

て
河
原
敏
明
常
任
理
事
が
、
今
回
は
会
場
の
都
合
で
議
事
を
行
わ
ず
、
事
前
に
各
会
員

宛
に
届
け
た
同
窓
会
誌
『
あ
か
ね
』
第
61
号
掲
載
の
報
告
事
項
を
承
認
す
る
形
で
行
う

こ
と
を
説
明
し
、
会
務
・
会
計
・
予
算
お
よ
び
名
簿
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
12
議

案
の
報
告
事
項
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
京
一
中
洛
北
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
同
窓
会
活
動
に

携
わ
り
、
先
の
周
年
事
業
で
は
実
行
副
委
員
長
を
務
め
た
若
林
卯
兵
衛
氏
（
洛
北
10
期
）

の
訃
報
に
ふ
れ
、
当
会
へ
の
長
年
の
尽
力
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

講
演
は
、洛
北
5
期
で
ロ
シ
ア
料
理
店「
キ
エ
フ
」の
オ
ー
ナ
ー
、加
藤
幹
雄
氏
が
登
壇
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
や
戦
争
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
、
さ
ら
に
両
国

へ
の
思
い
と
見
解
に
、
出
席
者
一
同
聴
き
入
っ
た
。（
講
演
記
録
は
５
－
７
頁
）

懇
親
会
は
出
席
者
の
最
年
長
と
最
年
少
、
２
期
の
西
村
淳
暉
さ
ん
と
50
期
の
鍛
治
ち

か
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
懐
か
し
い
ヒ
ッ
ト
曲
に
よ
る
景
品
付
き
イ
ン

ト
ロ
ク
イ
ズ
に
テ
ー
ブ
ル
対
抗
で
挑
戦
。
ま
た
各
自
が
「
今
年
の
漢
字
」
を
投
票
し
、

そ
の
結
果
「
同
窓
会
の
今
年
の
漢
字
」
は
「
虎
」
に
決
定
し
た
。
三
島
康
之
理
事
長
に

よ
る
「
来
年
も
ぜ
ひ
」
と
の
言
葉
で
、
久
々
の
同
窓
の
宴
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

第
70
回
　
同
窓
会
総
会
ル
ポ

コ
ロ
ナ
禍
、
記
念
式
典
・
祝
宴
を
経
て
４
年
ぶ
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
想
う
講
演
や
ク
イ
ズ
を
一
堂
に
会
し
て

令
和
５
年
11
月
25
日（
土
）、
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
て
、
第
70
回
同
窓
会
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
や
「
京
一
中
1
5
0
周
年
・
洛

北
高
校
70
周
年
」
の
記
念
式
典
・
祝
宴
と
の
同
時
開
催
を
経
て
、
単
独
総
会
と

し
て
は
４
年
ぶ
り
。
参
加
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て
の
時
事
的
で
意
義

深
い
講
演
に
耳
を
傾
け
、
洛
北
39
期
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
な
ど
に
参
加
、
歓

談
・
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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的
援
助
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
約
半
分
は
ア
メ
リ
カ
が
拠
出
し
て
い
ま
す
。
戦
争
の
結
果
と
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
暴
騰
し
、
世
界
一
の
産
油
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
利
益
を
享
受
し
、
軍

事
産
業
は
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
テ
イ
ン
国
防
長
官
は
「
こ
の
戦
争
は
ロ
シ

ア
の
弱
体
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
米
国
の
国
益
に
か
な
う
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
争

の
受
益
者
で
あ
り
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
実
は
ア
メ
リ
カ
な
の
で
す
。

こ
の
戦
争
を
や
め
る
に
は

侵
攻
を
始
め
た
時
、
プ
ー
チ
ン
は
早
く
て
３
日
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
が
崩
壊
す
る
と
見
て

い
ま
し
た
が
、
戦
争
が
始
ま
っ
て
21
カ
月
に
な
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
徹
底
的
に
抵
抗

し
、
２
０
２
３
年
６
月
か
ら
反
転
攻
勢
を
始
め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
双
方
が
多
大
の
犠

牲
を
払
い
、
最
近
の
発
表
で
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
合
わ
せ
て
50
万
人
の
兵
士
が
死
傷
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
自
衛
隊
員
は
陸
・
海
・
空
で
22
万
人
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
自
衛

隊
二
つ
分
を
越
え
る
部
隊
が
こ
の
戦
争
で
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
、
す
さ
ま
じ
い
戦
争
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
間
人
の
死
者
は
推
計
１
万
人
、
負
傷
者
は
数
万
人
、
そ
し
て
女
性
と
子
供
の

数
百
万
人
が
海
外
に
脱
出
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
占
領
地
域
の
子
供
数
十
万
人
を
連
れ
去
っ

て
洗
脳
教
育
を
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
イ
ン
フ
ラ
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
15
万
軒
の
住
宅
が

破
壊
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
状
態
が
続
け
ば
こ
の
国
は
崩
壊
す
る
の
で
は
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
反
転
攻
勢
も
奏
功
せ
ず
戦
線
は
膠
着
、
ま
さ
に
分
岐
点
に
来
て
い
ま
す
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
、
ロ
シ
ア
が
占
拠
し
て
い
る
東
南
部
の
地
域
を
諦
め
な
さ
い
、
と
言
っ
て
も

了
解
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
に
元
へ
返
し
な
さ
い
と
言
っ
て
も
承
諾
し
な
い
と
思
い

ま
す
。
講
和
交
渉
で
は
な
か
な
か
話
が
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。

で
は
こ
の
戦
争
を
や
め
る
に
は
ど
う
す
る
か
。講
和
条
件
の
交
渉
は
後
回
し
に
し
て
、ま
ず
鉄
砲
、

武
器
を
置
い
て
戦
争
を
や
め
る
。
や
め
た
後
、
海
外
に
い
る
避
難
民
が
故
国
に
帰
っ
て
き
た
状

態
で
、
国
連
な
ど
の
第
三
者
が
入
っ
て
、
占
領
地
の
住
民
の
意
向
を
聞
い
て
そ
の
帰
属
を
決
め

て
い
く
。
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
過
去
の
例
は
、
朝
鮮
戦
争
で
し
た
。
１
９
５
３
年
に
米

軍
主
体
の
国
連
軍
と
北
朝
鮮
が
停
戦
の
決
断
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
交
渉
が
進
ま
ず
、

一
時
的
に
休
戦
し
た
ま
ま
70
年
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
と
に
か
く
殺
戮
を
や
め
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
も
苦
闘
し
て
い
て
膨
大
な
数
の
兵
士
が
死
傷
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
厭
戦
気
分
が
国
中

に
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
10
月
に
グ
ル
ジ
ア
で
加
藤
登
紀
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
っ
て
、
私
の
娘
が
同
行
し
た
の
で
す
が
、
ロ
シ
ア
と
折
り
合
い
の
悪
い
グ
ル
ジ
ア
に
も
ロ
シ

ア
の
若
者
が
兵
役
逃
れ
の
た
め
に
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
入
国
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
関
係
は
、
兄
弟
で
あ
る
か
ど

う
か
は
別
に
し
て
「
折
り
合
い
の
良
く
な
い
親
戚
」
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
今
の
イ
ス
ラ

エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス
の
関
係
と
は
違
い
ま
す
。

で
す
か
ら
両
者
が
話
し
合
え
ば
、
停
戦
へ
の
道
は
開
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
仲
介
の

鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か

最
後
に
日
本
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
の
戦
争
の
結
果
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
の
価
格
が

高
騰
し
、
我
々
の
日
常
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
構
造
改
革
、
な
か
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
の
自
給
率
を

上
げ
る
こ
と
に
国
家
と
し
て
も
っ
と
本
気
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の

結
論
で
す
。

日
本
の
２
０
２
１
年
度
の
総
発
電
量
は
、火
力
73
％
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
20
％
、原
子
力
７
％

で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
訳
は
太
陽
光
８
％
、
水
力
８
％
、
バ
イ
オ
３
％
。
風
力

１
％
な
ど
、
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
太
陽
光
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
は
２
０
２
１
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
が
既
に
43
％
で
、
２
０
３
５
年
に

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
食
料
は
、
我
々
の
世
代
は
実
際
に
飢
餓
を

経
験
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
。
日
本
の
食
料
は
足
り
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
38
％
で
す
が
、
肥
料
と
か
農
薬
に
使
う
原

料
、
農
機
具
を
動
か
す
燃
料
を
含
め
る
と
、
わ
ず
か
18
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
国
産
の
食
料
を
増

や
す
に
は
農
業
従
事
者
を
増
や
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
お
よ
そ
１
５
２
万
人
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
若
者
は
農
業
を
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食

料
の
自
給
率
を
ど
う
や
っ
て
上
げ
る
か
。
こ
れ
を
国
の
課
題
と
し
て
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雑
駁
な
話
で
し
た
が
、
最
後
に
改
め
て
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

45
歳
の
こ
の
若
い
大
統
領
に
期
待
し
た
い
の
は
、
戦
争
遂
行
で
は
な
く
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
再
建
、

と
く
に
汚
職
退
治
の
立
役
者
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
日
も
早
く
平
和
が
到
来
す
る
こ
と
を
願
い
ま
し
て
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
３
年
11
月
25
日　
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
て
）

�

※
本
文
中
の
情
報
は
講
演
当
時
の
も
の
で
す
。

い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
す
。
ロ
シ
ア
語
を
日
常
語
に
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
お
よ
そ

４
割
と
い
わ
れ
、
例
え
ば
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
ユ
ダ
ヤ
系
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
す
が
南
部
の

出
身
で
彼
の
日
常
語
は
ロ
シ
ア
語
で
す
。
こ
の
よ
う
に
人
種
構
成
や
言
葉
の
問
題
な
ど
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
理
解
し
に
く
い
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
２
２
年
で
４
６
０
０
ド
ル
、
一
方
ロ
シ
ア
は

１
５
０
０
０
ド
ル
と
、
約
３
倍
で
す
。
そ
の
理
由
は
１
９
９
１
年
に
ソ
連
が
解
体
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
誕
生
し
た
時
の
混
乱
状
態
か
ら
、
経
済
の
再
建

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
一
方
ロ
シ
ア
は

２
０
０
０
年
に
プ
ー
チ
ン
が
権
限
を
掌
握
し
、
そ
の
強

力
な
指
導
力
に
よ
っ
て
経
済
の
再
建
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
石
油
価
格
の
高
騰
と
い
う
幸
運
も
あ
っ
て
、
大
き

な
差
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。こ
れ
だ
け
見
る
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
と
同
程
度

の
世
界
の
最
貧
国
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
国

の
隅
々
に
ま
で
汚
職
が
蔓
延
し
て
い
る
汚
職
大
国
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歩
み

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
は
９
世
紀
の
キ
エ
フ
公
国
に
始
ま
り
ま
す
。
９
８
８
年
に
ウ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
大
公
が
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
（
後
の
ト
ル
コ
）
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
、
こ
れ
が
地
域
の

文
化
の
基
礎
と
な
っ
て
発
展
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
13
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
侵
攻
し
て
き
て
、

中
心
が
キ
エ
フ
か
ら
北
部
の
モ
ス
ク
ワ
に
移
る
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
当
時
の
キ
エ
フ
が
京

都
、
モ
ス
ク
ワ
は
東
京
に
当
た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
16
、
17
世
紀
に
コ
サ
ッ
ク
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
活
躍
し
ま
す
。
彼
ら
は
民
族
で
は
な
く
地
主
の
圧
政
を
逃
れ
た
自
由
農
民

の
集
団
で
す
。
コ
サ
ッ
ク
の
頭
目
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
が
、
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
占
領
さ
れ
て
い

た
地
域
を
戦
い
で
解
放
し
て
国
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
ロ
シ
ア
と
同
盟
を
組
ん
で
国
づ

く
り
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
コ
サ
ッ
ク
が
活
躍
し
た
時
代
の
こ
と
は
、
国
歌
に
歌
わ
れ
る
ほ
ど

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
非
常
に
誇
り
に
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
革
命
の
後
、
ソ
連
の
一
構
成
国
と
な
る
の
で
す
が
、
１
９
３
２
年
か
ら

３
３
年
に
か
け
て
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
が
社
会
主
義
建
設
の
た
め
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
農
村

か
ら
強
制
的
に
穀
物
を
徴
発
し
、
数
百
万
人
の
農
民
が
餓
死
し
た
と
い
う
、
悲
惨
な
「
ホ
ロ
ド

モ
ー
ル
事
件
」
が
起
こ
り
ま
す
。
私
が
キ
エ
フ
で
聞
い
た
話
で
は
、
親
が
亡
く
な
っ
た
自
分
の

子
供
の
肉
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
あ
っ
た
と
か
で
、
慄
然
と
し
た
思
い
が
し
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
歴
史
か
ら
ロ
シ
ア
は
信
用
で
き
な
い
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
刷
り
込
ま

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
で
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
ソ
連
に
侵
攻
し
た
折
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
に

は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
大
歓
迎
し
た
り
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
参
加
し
て
戦
っ
た
り
し
た
人
々
が
い

た
そ
う
で
す
。
プ
ー
チ
ン
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
ナ
チ
ズ
ム
の
残
党
が
い
る
」
と
言
う
根
拠
は

こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
大
戦
後
で
一
つ
後
々
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
１
９
５
４
年
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
管
轄
権
を
ロ
シ
ア
か
ら
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
移
管
し
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
１
９
９
１
年
に
ソ
連
が
崩
壊
し
て
、
文
字
通
り
国
際
的
に
初
め
て
承
認
さ
れ
た
独
立

国
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
誕
生
し
ま
す
。

戦
争
の
始
ま
り
と
国
際
情
勢

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
経
済
の
再
建
に
非
常
に
手
こ
ず
り
ま
す
。
そ
の
打
開
策
を
求
め
て
E
U
に

加
盟
し
よ
う
と
連
合
協
定
に
仮
調
印
す
る
の
で
す
が
、
親
ロ
派
大
統
領
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
は

そ
の
交
渉
の
延
期
を
表
明
し
、
そ
れ
に
怒
っ
た
民
衆
に
よ
る
「
マ
イ
ダ
ン
革
命
」
と
い
う
暴
動

が
起
き
ま
す
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
は
失
脚
し
て
亡
命
し
ま
す
。
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
プ
ー
チ
ン

は
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
接
収
し
、
東
部
で
は
親
ロ
派
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
と
の
紛
争
が
始
ま
り
ま
す
。

９
年
前
の
こ
の
時
に
、
実
質
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

次
の
大
統
領
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
並
行
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
動
き
だ
し
、
プ
ー

チ
ン
の
強
い
反
発
を
買
い
ま
す
。
２
０
１
9
年
５
月
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
に
代
わ
っ
て
、
41
歳
の

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
大
統
領
に
就
任
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
２
月
24
日
、
突
然
ロ
シ
ア
は
キ
エ
フ
北
部
と
東
南
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
を
開
始
し
ま
し
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
大
統
領
府
か
ら
自
撮
り
映
像
を
全
世
界
に
流

し
て
「
私
は
断
固
と
し
て
戦
う
。
ロ
シ
ア
軍
を
追
い
出
す
ま
で
皆
で
戦
お
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と

演
説
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
一
致
団
結
し
て
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

の
演
説
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
士
気
を
高
め
る
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。
私
は
プ
ー
チ
ン
が
ど
の

よ
う
な
理
屈
を
述
べ
よ
う
と
も
、
主
権
国
家
に
一
方
的
に
武
力
で
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を

許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

実
は
こ
の
戦
争
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
ス
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
は
ロ
シ
ア
軍
が
侵
攻
す
る
予
兆
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
を
止
め
る
努
力
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
さ
せ
な
い
と
表
明
し
て
い
た
ら
プ
ー
チ

ン
の
侵
攻
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
ま
た

開
戦
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
西
欧
、
日
本
も
合
わ
せ
て
数
十
兆
円
と
い
う
巨
額
の
軍
事
的
・
財
政

キエフ店内を飾るウクライナの風景画
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京一中アナザーストーリーズ京一中アナザーストーリーズⅡⅡ
特集

平
成
７
年
に
刊
行
さ
れ
た
昭
和
19
年
入
学
の
京
一
中

生
に
よ
る
寄
稿
文
集『
回
顧
五
十
年
』や
、今
号
と
同
じ
テ
ー

マ
を
特
集
し
た
『
あ
か
ね
』
第
50
号
に
寄
せ
ら
れ
た
文

章
に
は
、
京
一
中
に
付
さ
れ
る
形
容
詞
と
し
て
「
憧
れ
の
」

「
伝
統
校
」「
名
だ
た
る
名
門
校
」「
誇
り
あ
る
」
と
い
っ

た
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
人
は
「
何
よ
り
息
子
を
京
一

中
に
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
何
度
も
褒
め
ら
れ
た
と
母

が
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
」
と
記
し
、「
京
都
で

第
一
の
中
学
校
で
学
べ
る
と
い
う
喜
び
と
誇
り
と
期
待

の
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
が
体
中
に
み
な
ぎ
り
、
意
気

盛
ん
で
あ
っ
た
。（
略
）
京
一
中
の
校
舎
は
校
門
を
入
る

と
威
風
堂
々
と
美
し
か
っ
た
し
、
教
室
の
雰
囲
気
も
ピ
ー

ン
と
張
り
詰
め
た
授
業
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
授
業

を
支
え
る
先
生
方
も
え
り
抜
き
ぞ
ろ
い
で
信
頼
で
き
た
。

先
輩
達
の
指
導
も
伝
統
に
沿
っ
た
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
」

と
続
け
て
い
る
。「
思
え
ば
、
一
中
時
代
は
天
真
爛
漫
の

時
代
で
あ
っ
た
。
戦
時
の
物
資
不
足
は
在
っ
た
が
、
空
腹

の
中
に
も
、
早
朝
か
ら
広
い
校
庭
を
走
り
回
り
、
古
い
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
で
の
サ
ッ
カ
ー
、
寒
稽
古
の
柔
道
の
厳
し
さ
、

（
略
）
先
生
を
殆
ど
渾
名
で
呼
ん
だ
が
、
夫
々
に
、
そ
の

ひ
た
む
き
な
教
壇
で
の
姿
勢
に
、
何
ら
か
の
尊
敬
の
念
を

持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
」
と
い
っ
た
記
述
も
あ
る
。
学

び
舎
で
あ
っ
た
下
鴨
の
校
舎
に
つ
い
て
は「
厳
粛
で
美
し
い
」

と
た
た
え
ら
れ
、何
気
な
く
話
さ
れ
る
言
葉
に
学
び
が
あ
っ

た
「
立
派
な
」
教
師
、
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
「
優
秀
な
」

同
級
生
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
、
京
一
中
の
充
実
し
た
学

生
生
活
を
し
の
ば
せ
る
。

そ
う
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
京
一
中
生
を
、
突

如
と
し
て
戦
後
の
学
制
改
革
が
襲
う
こ
と
に
な
る
。
第
二

次
大
戦
後
、
米
国
に
よ
る
「
教
育
の
民
主
化
」
の
勧
告
を

受
け
た
わ
が
国
政
府
は
、
教
育
勅
語
に
基
づ
く
明
治
以
来

の
教
育
理
念
と
制
度
を
根
本
的
に
改
革
し
、
新
た
な
国

民
教
育
の
具
体
的
方
策
と
し
て
昭
和
22
年
３
月
31
日
に

教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
を
制
定
、現
在
の
六・三・三
・

四
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
部
の
優
秀

な
者
に
特
権
的
に
教
育
が
施
さ
れ
た
旧
制
中
学
か
ら
「
あ

ら
ゆ
る
青
少
年
に
機
会
均
等
に
教
育
を
施
す
」
新
た
な
中

等
教
育
へ
と
方
向
転
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
京
一
中
３
年
生
だ
っ
た
昭
和
19
年
入
学
の
京
一

中
生
は
、
京
一
中
生
の
最
終
学
年
と
な
る
べ
き
23
年
に

は
京
一
中
が
廃
止
と
な
り
、
新
制
の
洛
北
高
校
２
年
生

と
な
っ
た
。
そ
し
て
洛
北
高
校
の
一
時
的
な
廃
止
に
よ
っ

て
同
年
11
月
に
は
多
く
が
鴨
沂
高
校
へ
移
動
し
、
25
年
３

月
同
校
を
卒
業
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
20
年
入
学
生
は
同

じ
敷
地
内
の
京
一
中
併
設
中
学
校
３
年
生
と
な
り
翌
年
は

洛
北
高
校
１
年
生
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
同
年
11
月
に

鴨
沂
高
校
な
ど
他
の
高
校
の
１
年
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
生
徒
た
ち
の
変
転
は
激
し
く
、
な
か
に
は
同

じ
年
に
改
称
の
み
も
含
め
て
５
回
の
転
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
生
徒
も
い
た
。
当
時
の
京
都
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
京

都
軍
政
部
教
育
課
長
ケ
ー
ズ
を
、
巷
間
「
い
け
ー
ず
（
意

地
悪
）」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
生
徒
た

ち
の
境
遇
を
考
え
れ
ば
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

10
代
な
か
ば
に
し
て
教
育
施
策
の
激
動
の
渦
に
巻
き

込
ま
れ
た
生
徒
た
ち
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
。「
何
よ
り
残
念
だ
っ
た
の
は
折
角
親
し
く
な
り
か

け
て
い
た
エ
リ
ー
ト
意
識
を
も
っ
た
友
人
た
ち
と
わ
か
れ
、

ち
り
ぢ
り
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
の
思
い
は
、
き
っ

と
多
く
の
生
徒
が
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
多
感
な
青
年

㊀ 

楽
し
か
っ
た
学
び
の
日
々

㊁
〝
う
ら
み
の
〟
学
制
改
革

㊂ 

巻
き
込
ま
れ
た
生
徒
た
ち

　第二次大戦後の京都、下鴨。威風堂々たる校舎、厳しくも魅力あふれる教師や先輩、優秀な同
級生… 憧れの「京一中生」として心わきたつ青春を送っていた生徒たちは、思いがけなく昭和22
年４月に始まる学制改革に遭遇する。翌年、京一中が廃止。彼らは強制転校を余儀なくされ京一
中生として卒業することはなかったのである。 困惑、怒り…そして無念。その想いは60年をへて
学年同窓会

※

の副題に掲げられる。「入学すれども卒業せず」と。
　今号では、戦後の学制改革によって大きな転換を迫られた、昭和19年から21年入学の先輩たち
の物語を、同窓会に残る当事者の寄稿からたどります。

京都第一中学校３年２組（昭和23年）京都第一中学校３年２組（昭和23年）

［ 学制改革による京一中生の変遷図 ］

※京一中昭和19年４月入学同期会
（平成28年12月８日、京都タワーホテル）
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新
制
高
校
の
設
置
／

�

京
一
中
の
廃
止
　

　
高
校
三
原
則
に
よ
る
再
編
成

 （
洛
北
高
校
の
一
時
的
廃
止
）

新
制
大
学
の
設
置

洛
北
高
校
の
創
立
（
復
元
）

昭 和 1 9 年 4 月
京 一 中 入 学

京一中
３年生

京一中
４年生

洛北高校
２年生

鴨沂高校ほか
２年生

鴨沂高校ほか
３年生

新制大学
１年生

昭 和 2 0 年 4 月
京 一 中 入 学

京一中
２年生

京一中併設中学校
３年生

洛北高校
１年生

鴨沂高校ほか
１年生

鴨沂高校ほか
２年生

鴨沂高校ほか
３年生

昭 和 2 1 年 4 月
京 一 中 入 学

京一中
１年生

京一中併設中学校
２年生

洛北高校併設中学校
３年生

鴨沂高校ほか
併設中学校
３年生

鴨沂高校ほか
１年生

洛北高校
２年生（洛１）
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学年会・クラス会だより
洛北高校編

学
年
会
・
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

85
歳
を
迎
え
た
同
窓
会
「
洛
七
会
」
開
催

久
し
ぶ
り
の
集
い
で
旧
交
を
温
め
る

令
和
６
年
５
月
20
日
、
新
緑
の
美
し
い
宝
ヶ
池
、
国
立
京
都
国
際
会
館
で
、
第
17
回

洛
七
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
第
13
回
「
喜
寿
の
会
」
以
来
、
毎
回
開
催
し
て

い
る
洛
七
会
お
気
に
入
り
の
場
所
、
今
回
で
５
回
目
で
す
。

卒
業
時
は
11
ク
ラ
ス
で
５
４
１
人
だ
っ
た
同
期
生
も
物
故
者
1
6
1
人
、
住
所
不
明

は
81
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
席
者
は
約
70
人
、「
ス
ワ
ン
の
間
」
で
会
食
、
気
分
は

す
ぐ
に
高
校
時
代
に
戻
り
、
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
、
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。
比
叡
山
が
間
近
に
見
え
、
緑
滴
る
庭
園
で
歓
談
、
写
真
を
撮
り
、
２
次
会
会
場
「
グ

リ
ル
」
へ
席
を
移
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望

さ
れ
た
１
４
０
人
に
の
み
案
内
状
を
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
辞
退
さ
れ

た
方
も
、い
つ
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、

ク
ラ
ス
幹
事
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
回
幹
事
も
決
ま
り
、
洛
七
会
は
ま

だ
ま
だ
続
け
る
気
持
ち
十
分
で
す
！ 

先
に
旅
立
た
れ
た
な
つ
か
し
い
友
に

思
い
を
馳
せ
、
今
回
元
気
で
楽
し
く
集

え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
次
回
ま
た
元
気

で
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
散
会
し

ま
し
た
。

�
 

総
務
担
当
監
事 

𠮷
田
美
智
子

洛
北
５
期
卒
業
生
は
「
洛
五
会
」
と
し
て
２
年
に
一
度
、
京
都
で
同
窓
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。「
洛
五
会
京
浜
地
区
懇
親
会
」
は
関
東
を
は
じ
め
、
京
都
か
ら
離
れ
た
所

に
住
む
人
た
ち
が
始
め
た
い
わ
ば
「
洛
五
会
」
の
地
方
版
で
す
。

今
回
の
「
懇
親
会
」
は
2
0
2
0
年
10
月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
に
よ
り
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、よ
う
や
く
2
0
2
3
年
10
月
30
日（
月
）、「
学

士
会
館
」
で
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
予
定
し
て
い
た
22
人
全
員
が
定
刻
に
集
い
ま
し
た
。
棚
橋

ヒ
デ
子
さ
ん
の
司
会
で
会
が
始
ま
り
、
物
故
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
と
う
、
内
田
伶
子

さ
ん
が
物
故
者
に
捧
げ
る
歌
「
メ
モ
リ
ー
」
を
独
唱
し
ま
し
た
。
続
い
て
関
西
か
ら
出

席
さ
れ
た
近
藤
康
夫
さ
ん
が
京
都
で
の
洛
五
生
の
活
動
状
況
を
紹
介
、
西
村
一
三
さ
ん

の
乾
杯
の
発
声
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
話

題
は
尽
き
ず
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
洛
北
高
校

校
歌
を
斉
唱
し
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
2
0
2
4
年

秋
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

（
世
話
人
代
表

�

安
部
勲
夫
）

洛
七
会

洛
北
７
期

洛
五
会
京
浜
地
区
懇
親
会

洛
北
５
期

前
期
に
受
け
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
当
時
か
ら
50
年
た
っ
て
も
「
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

私
共
ほ
ど
、
国
家
社
会
か
ら
大
き
な
『
い
じ
め
』
を
受

け
た
年
代
は
無
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
の
思
い
や
、

な
か
に
は
寄
稿
の
案
内
を
受
け
て
当
時
を
思
い
起
こ
し

「
昔
、学
制
改
革
で
京
一
中
を
去
る
時
、グ
ラ
ン
ド
や
、プ
ー

ル
に
机
や
椅
子
を
放
り
込
ん
で
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム

を
や
り
、
そ
の
炎
の
中
に
、
自
分
が
一
緒
に
放
り
込
ま
れ
、

ジ
リ
ジ
リ
と
焼
か
れ
て
い
る
幻
影
を
夢
見
た
り
し
ま
し
た
」

と
綴
っ
た
人
も
あ
る
。
混
乱
の
状
況
は
、
例
え
ば
昭
和
23

年
10
月
の
併
設
中
学
校
で
は
「
１
学
年
６
０
０
人
を
超
え

る
人
数
だ
っ
た
た
め
か
、
１
組
か
ら
12
組
ま
で
を
ア
イ
ウ

エ
オ
順
で
仕
分
け
ら
れ
た
た
め
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
同
姓
の

生
徒
や
読
み
が
同
じ
で
も
漢
字
名
が
異
な
る
生
徒
が
多
く
、

ま
た
普
通
科
と
商
業
科
、
男
子
校
と
女
子
校
の
出
身
生
徒

た
ち
が
入
り
乱
れ
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
も
、
混
乱
し
た

様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

昭
和
23
年
３
月
31
日
、

旧
制
中
学
は
廃
止
と

な
り
、
こ
の
時
を
も
っ

て
京
一
中
（
京
都
府

立
京
都
第
一
中
学
校
）

は
名
実
と
も
に
消
滅

す
る
こ
と
に
な
る
。
新

し
く
設
置
さ
れ
た
の
が
、

新
制
高
校
つ
ま
り
京
都

府
立
洛
北
高
等
学
校
で

あ
る
。
そ
し
て
同
年

10
月
に
は「
男
女
共
学
・

総
合
制
・
小
学
区
制
」

の
い
わ
ゆ
る
高
校
三

原
則
に
よ
る
再
編
成
が
行
わ
れ
、
洛
北
高
等
学
校
は
い
っ

た
ん
廃
止
。
洛
北
高
校
生
だ
っ
た
元
京
一
中
19
年
・
20
年

入
学
の
生
徒
た
ち
は
、
鴨
沂
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

の
い
く
つ
か
の
高
校
に
転
入
さ
せ
ら
れ
た
。

新
制
の
洛
北
高
校
生
の
数
カ
月
間
は
男
女
別
学
、
新

制
高
校
生
と
な
っ
た
10
月
か
ら
は
「
初
め
て
の
」
男
女
共

学
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
若
者
、
困
惑
と
い
う

よ
り
楽
し
い
日
々
と
し
て
記
憶
し
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
だ
。

「
我
々
は
意
識
の
改
革
に
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま

軟
式
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
事
か
ら
、
他
の
同
級
生
諸
君

よ
り
早
く
に
女
生
徒
と
も
馴
染
む
事
が
出
来
、
奇
し
く

も
、
男
女
共
学
の
尖
兵
と
な
っ
た
」
と
、
男
女
の
グ
ル
ー

プ
旅
行
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
綴
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
男
女
別
学
だ
っ
た
数
カ
月
間
は
校
舎
が
足
り
な
い
た
め
、

府
立
第
一
女
学
校
（
府
一
：
後
の
鴨
沂
）
の
同
じ
机
を
、

午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
共
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
21
年

入
学
生
は
「
府
一
の
校
舎
で
京
一
中
と
府
一
が
二
部
授

業
を
し
た
こ
と
が
、
学
制
混
乱
の
青
春
の
思
い
出
と
な
り
、

同
時
に
「
最
後
の
学
年
」
の
共
通
意
識
を
持
つ
、
両
校
同

窓
会
の
世
話
人
か
ら
合
同
同
窓
会
開
催
の
提
案
が
あ
っ
た
」

と
、「
府
一
21
・
一
中
21
合
同
同
窓
会
」
の
き
っ
か
け
を

明
か
し
て
い
る
。
集
ま
り
は
回
を
重
ね
、
平
成
28
年
に
は

入
学
70
周
年
を
記
念
し
た
第
８
回
が
開
か
れ
て
い
る
。

結
果
と
し
て
一
部
の
生
徒
を
除
き
、
昭
和
19
年
、
20
年
、

21
年
入
学
の
京
一
中
生
は
、
学
制
改
革
の
た
め
に
京
一
中

生
と
し
て
の
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
無
念
の
思
い
に
こ
た
え
る
べ
く
、平
成
22（
２
０
１
０
）

年
に
行
わ
れ
た
京
一
中
１
４
０
周
年
・
洛
北
高
校
60
周
年

の
記
念
式
典
に
お
い
て
、
希
望
者
に
京
一
中
在
籍
証
書
が

授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
証
書
は
当
時
の
同
窓
会

会
長
で
元
京
都
大
学
総
長
の
西
島
安
則
名
で
発
行
さ
れ
た
。

受
け
取
ら
れ
た
京
一
中
の
先
輩

方
か
ら
は
「
京
一
中
生
と
し
て

の
区
切
り
が
つ
い
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
と
い
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
戦
後

に
か
け
て
、
憧
れ
の
京
一
中
に

入
学
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
教
師

に
多
く
を
学
び
、
優
秀
な
学
友

た
ち
と
刺
激
を
与
え
合
い
な
が

ら
過
ご
し
て
い
た
京
一
中
生
た

ち
を
突
如
と
し
て
襲
っ
た
学
制

改
革
。
当
時
の
日
本
、
そ
し
て
母
校
の
歴
史
を
振
り
返
る

時
「
入
学
す
れ
ど
も
卒
業
せ
ず
」
と
い
う
一
文
に
込
め
ら

れ
た
先
輩
た
ち
の
深
い
思
い
を
、
我
々
同
窓
生
は
こ
れ
か

ら
も
記
憶
に
と
ど
め
た
い
。

�

※
文
中
引
用
箇
所
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま

引
用
資
料	

（
１
）『
回
顧
五
十
年
～
京
一
中
学
窓
に
寄
せ
る
』

	

昭
和
19
年
入
学　
京
一
中
同
期
会
在
京
世
話
人
会

�

（
1
9
9
5
年
発
行
）

	

（
２
）�「
あ
か
ね
」
第
50
号
「
一
中
と
洛
北
の
間
で
…
」

�

（
平
成
24
年
刊
）

	

（
３
）�

京
一
中
記
念
誌
「
む
か
し
京
都
の
一
中
生
」
京
一
中

洛
北
高
校
同
窓
会�

（
2
0
1
8
年
刊
）

参
考
資
料	

�「
新
制
高
校
の
誕
生
－
京
都
に
お
け
る
戦
後
教
育
改
革
の
一
齣
－
」

	

川
口
靖
夫
（
府
立
嵯
峨
野
高
校
研
究
紀
要
第
16
号　
平
成
26
年
度
）

	

学
制
改
革
に
よ
る
京
一
中
生
の
変
遷
図
（
原
図
提
供
）�

川
口
靖
夫

㊃ 

初
め
て
の
男
女
共
学

㊄ 
60
年
後
の
「
卒
業
証
書
」

京一中在籍証書の授与

初めての男女共学（昭和23年）
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「
古
希
で
最
後
の
集
ま
り
」

古
希
を
祝
って
い
つ
ま
で
も

「
僕
が
桃
太
郎
を
や
る
わ
！
」
と
、
学
園
祭
の
仮
装
行
列
で
は
、
わ
が
４
組
は
「
夢

と
童
話
の
世
界
」
の
お
題
で
母
校
の
周
り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
52
年
、
令

和
５
年
９
月
、
洛
北
21
期
最
後
の
同
窓
会

を
80
人
で
開
催
し
ま
し
た
。
長
年
同
窓
会

の
幹
事
を
務
め
て
く
れ
た
谷
口
光
男
君
が

前
年
急
逝
し
、
彼
の
望
み
だ
っ
た
『
古
希

で
最
後
の
同
窓
会
を
』
と
い
う
願
い
を
叶

え
る
た
め
、
慣
れ
な
い
面
々
で
、
関
係
者

か
ら
援
助
を
い
た
だ
い
て
開
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
団
塊
世
代
で
、
戦
後
８
年
目
で

生
を
受
け
た
我
々
、
貧
し
い
幼
少
期
を
生

き
抜
き
、
小
学
時
代
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
世
界
を
感
じ
、
高
度
成
長
期
で
輝
か

し
い
未
来
を
夢
見
て
、
洛
北
で
貴
重
な
青

春
期
を
送
り
ま
し
た
。

多
く
の
個
性
溢
れ
る
友
に
恵
ま
れ
、
生

き
て
い
く
厄
介
さ
や
楽
し
さ
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
70
歳
を
迎
え
様
相
は
す
っ

か
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
全
員
で
友
を
偲

び
、
古
希
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

�
 （

幹
事　
塩
見
）

令
和
６
年
６
月
16
日（
日
）
13
時
か
ら
『
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
洋
亭
』
に
て
35
人
（
男
子

９
人
女
子
26
人
）
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

５
年
前
、
商
業
科
３
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
を
初
め
て
開
催
し
、
２
年
後
に
会
う
約
束
を

し
て
別
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
古
希
を
迎
え
る
年
齢
に
な
り
、
長
寿
を
祝
う
記
念
の
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
亡
く
な
っ
た
５
人
の
友
達
に
１
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
故
人
を
偲
び
ま
し

た
。
前
回
よ
り
参
加
者
が
15
人
増
え
、
52
年
ぶ
り
の
再
会
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
テ
ー
ブ

ル
で
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。３
時
間
の
宴
会
時
間
が
い
つ
の
ま
に
か
過
ぎ
て
行
き
、

中
間
に
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
お
さ
る
」
こ
と

田
中
浩
次
君
の
伴
奏
で
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
『
私

に
人
生
と
言
え
る
も
の
が
あ
る
な
ら
』
と
『
遠

い
世
界
に
』を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。古
希
を
祝
っ

て
用
意
し
た
特
大
ケ
ー
キ
が
登
場
し
ま
し
た
。

（
写
真
中
央
）

校
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
遅
れ
て
参
加
し
た

人
も
交
え
て
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
。
そ

の
流
れ
で「
旭
丘
中
学
校
」「
大
原
中
学
校
」「
加

茂
川
中
学
校
」「
嘉
楽
中
学
校
」
の
出
身
校
別

で
も
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
今
度
こ
そ
は
２
年
後
に
」
と
再
会
を
約
束

し
、
次
回
の
幹
事
を
選
び
ま
し
た
。

�
 （

代
表
幹
事　
倉
本
茂
之
）

洛
北
高
校
21
期
同
窓
会

洛
北
21
期

洛
北
高
校
22
回
卒
馬
羊
会
同
窓
会
洛
北
22
期

次
回
は
２
年
後
の
令
和
「
は
ち
」
年
に

今
年
も
秋
の
京
都
に
集
う

14
年
ぶ
り
に
「
は
ち
の
会
」
の
同
窓
会
を
、
６
月
６
日（
木
）
正
午
か
ら
ホ
テ
ル
日

航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
65
周
年
、
ど
れ
だ
け
の
出
席
者
が
集

ま
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
55
人
（
１
人
同
伴
者
）
も
の
多
く
の
仲
間
が

集
い
ま
し
た
。
当
初
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遥
か
65
年
前
の
記
憶
が
徐
々
に
甦
り
、

各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
感
激
の
情
景
が
繰
り
広
が
り
ま
し
た
。

小
嶋
政
紀
さ
ん
の
司
会
で
１
０
９
人
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
世
話
人
代

表
真
野
光
長
さ
ん
の
挨
拶
に
続
き
、「
出
席
者
ま
た
今
回
残
念
に
も
出
席
で
き
な
か
っ

た
仲
間
の
今
後
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
、
乾
杯
！
」
と
西
村
龍
雄
さ
ん
に
よ
る
発
声
。

宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、
上
田
新
一
郎
さ
ん
の
司
会

で
各
テ
ー
ブ
ル
男
女
各
１
人
に
「
近
況
で
も
何
で
も

お
話
し
く
だ
さ
い
」と
マ
イ
ク
で
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
。

そ
れ
ぞ
れ
が
喜
怒
哀
楽
を
含
ん
だ
長
い
人
生
で
の
味

の
あ
る
話
の
数
々
。（
時
間
が
あ
れ
ば
全
員
の
話
を
聞

き
た
か
っ
た
）

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
閉
会
の
挨
拶
の

な
か
で
真
野
さ
ん
か
ら
「
次
回
が
最
後
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど
『
は
ち
』
に
因
ん
で
２
年
後
の
令

和
８
年
に
、
今
日
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
誘
っ
て
元

気
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
の
力
強
い
言
葉
。
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
に
次
回
の
同
窓
会
で
会
え
る
こ
と
を
約
束
し
、

各
自
笑
顔
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

�
 （

木
村
栄
一
）

ま
だ
少
し
残
暑
の
続
く
10
月
26
日
に
今
年
も「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ガ
ー
デ
ン・京
都
」で
ラ
ッ

キ
ュ
ー
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
す
る
と
い
う
方
も
合
わ
せ
て
38
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
す
で
に
旅
立
っ
て
し
ま
わ
れ
た
１
０
５
人
の
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
改
め
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め
な
が
ら
黙
祷
。

川
瀬
さ
ん
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
説
田
さ
ん
の
乾
杯
音
頭
、
そ
し
て
物
部
さ
ん
と
鈴
木

美
智
子
さ
ん
の
司
会
で
和
や
か
に
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
80
歳
を
過
ぎ
て
も
元
気
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
く
お
ら
れ
、
日
展
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
、

「
あ
か
ね
第
61
号
」
の
表
紙
を
富
士
山
麓
忍
野
の
月
見
草
で
飾
ら
れ
た
日
本
画
家
の
水
田
幹

子
さ
ん
、
環
境
衛
生
の
技
術
者
の
目
か
ら
見
た
世
界
の
列
車
ト
イ
レ
事
情
を
ま
と
め
『
列

車　
ト
イ
レ
の
世
界
』
を
出
版
さ
れ
た
清
水
洽
さ
ん
、
繊

維
の
研
究
開
発
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
八
木
健
吉
さ

ん
な
ど
か
ら
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
興
味
深
い
話
な
ど
が

次
々
と
話
さ
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
続
い
て
初
め
て

参
加
さ
れ
た
方
や
自
治
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
話

も
飛
び
出
し
て
予
定
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

最
後
に
三
浦
さ
ん
か
ら
「
少
人
数
に
な
っ
て
も
ラ
ッ

キ
ュ
ー
会
は
続
け
る
」
と
の
力
強
い
（
？
）
言
葉
を
い

た
だ
き
校
歌
を
歌
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ

も
の
ご
と
く
話
し
足
り
な
い
分
は
別
会
場
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
…
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
令
和
６
年
10
月
23
日（
水
）に
開
催
の
予
定
で
す
。

ま
た
そ
の
時
に
は
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

�
 （

久
山
正
通
）

洛
北
高
校
第
八
回
卒
「
は
ち
の
会
」
洛
北
８
期

洛
九
（
ラ
ッ
キ
ュ
ー
）
会 

洛
北
９
期

洛北高校編
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学年会・クラス会だより

「
は
ば
た
け
第
二
の
人
生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
令
和
５
年
８
月
12
日
、ザ
・

プ
リ
ン
ス
京
都
宝
ヶ
池
に
て
還
暦
記
念
同
窓
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
当
日
12
時
か
ら
学
校
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

卒
業
時
か
ら
の
学
校
の
変
わ
り
よ
う
に
皆
さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
と

変
わ
ら
ぬ
古
い
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
懐
か
し
い
青
春
の
思
い
出
が
走

馬
灯
の
よ
う
に
湧
き
出
て
き
て
、
深
い

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
14
時
か
ら
ホ
テ

ル
で
１
３
４
人
も
の
多
く
の
参
加
者
を

迎
え
「
は
ば
た
け
第
二
の
人
生
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
事
・
歓
談
・
テ
ー
ブ

ル
対
抗
ク
イ
ズ
合
戦
・
校
歌
斉
唱
・
記

念
撮
影
な
ど
を
行
い
、
ど
の
瞬
間
も
同

級
生
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
本
当
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。卒

業
し
て
還
暦
を
迎
え
43
年
を
経
た

今
で
も
、
こ
ん
な
に
多
く
の
仲
間
に
会

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
同
窓
会
幹

事
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�
 （

第
８
回
同
窓
会
幹
事
長

�

　
前
田
尚
克
）

洛
北
高
校
30
期
第
８
回
同
窓
会
洛
北
30
期

大
い
に
盛
り
上
が
り
古
希
で
の
再
会
を
誓
う

「
多
様
性
の
る
つ
ぼ
」
の
50
年
後

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
感
染
症

に
移
行
に
な
っ
て
初
め
て
の
「
積
木
の
会
」

を
、慣
例
の
４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
４
月

に
開
催
し
、
二
次
会
も
含
め
て
80
人
以
上

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

一
次
会
だ
け
で
は
物
足
り
ず
、
ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
が
二
次
会
に
な
だ
れ
込
み
、

そ
れ
で
も
話
の
種
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
解
散
時
に
は
、
次
回
は
４
年
後

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

年
ま
で
待
て
な
い
と
、
２
年
後
に
「
古
希
」

の
お
祝
い
を
兼
ね
て
「
積
木
の
会
」
を
開

催
し
よ
う
と
盛
り
上
が
り
、
幹
事
と
し
て

も
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
い
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
次
回
は
２
年
後
、
同
期

全
員
が
元
気
で
古
希
を
迎
え
て
再
会
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�
 （

積
木
の
会
事
務
局

�

河
原
敏
明
記
）

10
年
以
上
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
学
年
同
窓
会
。
還
暦
で
の
開
催
を
目
指
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
次
ぐ
延
期
と
な
り
、昨
年
８
月
、よ
う
や
く
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都「
古

今
の
間
」
で
実
現
し
た
時
に
は
、
64
歳
を
迎
え
て
い
た
。

満
を
持
し
て
の
集
い
に
は
１
０
５
人
が
参
加
し
、
懐
か

し
い
時
間
が
流
れ
た
。往
復
は
が
き
の
印
刷
や
投
函
な
ど
、

同
窓
会
事
務
局
に
は
長
期
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。多

様
性
の
重
要
さ
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
私
た
ち

が
通
っ
た
頃
の
洛
北
は
、
時
代
を
大
幅
に
先
取
り
し
て
、

生
徒
も
先
生
も
ま
さ
に
「
多
様
性
の
る
つ
ぼ
」
だ
っ
た
。

緩
い
日
々
の
学
校
生
活
、
修
学
旅
行
で
の
乱
行
な
ど
お

恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。そ
れ
で
も
る
つ
ぼ
の
中
で
楽
し
み
、

も
が
き
苦
し
ん
だ
あ
の
頃
は
人
生
の
宝
物
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
学
年
同
窓
会
は
、
あ
え
て
27
期
卒
業
生
の
も

の
と
は
せ
ず
、
75
年
に
一
緒
に
「
入
学
し
た
」
生
徒
が

集
ま
っ
た
。
普
通
科
、
商
業
科
、
定
時
制
の
人
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
留
年
し
た
人
、
問
題
を
起
こ
し
て
長
期

停
学
と
な
り
、
や
む
な
く
他
校
へ
移
っ
た
人
に
も
声
を

か
け
た
。
失
礼
を
顧
み
ず
言
う
。
そ
れ
か
ら
50
年
近
く

経
過
し
た
今
、
当
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
気
を
も
ま

せ
た
幼
馴
染
の
某
君
の
「
ま
っ
と
う
な
大
人
」
ぶ
り
に

感
動
し
た
。
る
つ
ぼ
は
悪
く
な
か
っ
た
。

�
 （

福
冨
正
秀
）

積
木
の
会

洛
北
23
期

洛
北
１
９
７
５
年
入
学
者
同
窓
会
洛
北
27
期

洛北高校編

1415



支
部
だ
よ
り

支部だより支部だより

４
年
ぶ
り
の
活
動
再
開
で
す
。
９
月
22
日
の
洛
北
倶
楽
部
で

は
、
植
木
宣
隆
氏
（
洛
北
19
期
・
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
会
長
）
に

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
総
会
・
東
京
の
集
い
は
、
11
月
11

日
に
住
友
会
館
に
て
開
催
。京
都
本
部
の
髙
坂
節
三
会
長（
４
期
）、

周
年
記
念
事
業
の
木
下
博
夫
実
行
委
員
長
（
10
期
）
を
お
迎
え

し
、
約
80
人
が
集
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
19
期
が
代
表
幹
事
と

な
り
、
支
部
役
員
と
有
志
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
運
営
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
田
中
均
支
部
長
（
14
期
）
の
挨
拶
の
後
、
川
谷
聡
事

務
局
長
（
20
期
）
か
ら
会
計
報
告
と
新
し
い
支
部
規
則
の
説
明

が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
年
代
ご
と
に
丸
テ
ー

ブ
ル
に
着
席
。
同
窓
会
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

保
科
篤
志
さ
ん
（
34
期
）
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
２
月
２
日
、
支
部
幹
事
会
を
開
催
し
、
東
京
の
集
い
（
総
会
）
は
、
11
月
30
日

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
若
い
年
度
幹
事
は
不
在
で
す
が
、
今
年
も
有
志
メ
ン
バ
ー
で

協
力
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

【
田
中
均
支
部
長 

近
況
】

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（@

TanakaD
iplom

at

）

世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
、
日
本
政
治
の
混
乱
、
そ
し
て
世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー

と
な
る
２
０
２
４
年
、元
外
交
官
の
田
中
支
部
長
は
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
じ
め
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
で
、
政
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
情
報
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
や
核
の
脅
威
と
い

う
忌
ま
わ
し
い
手
段
が
選
択
さ
れ
な
い
世
界
が
築
か
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

【
上
田
藍
選
手 

近
況
】

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
、
関
東
支
部
の
ア
イ
ド
ル
的
存
在
。
プ
ロ
へ
転
向
し
、
世
界

大
会
の
参
加
だ
け
で
な
く
、講
演
や
大
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
お
ら
れ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
そ
の
様
子
、
素
敵
な
笑
顔
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
２
０
２
４
年
活
動
予
定
】

① 

洛
北
俱
楽
部 

開
催
日
未
定

② �

総
会・東
京
の
集
い　
11
月
30
日（
土
）16
時
30
分
か
ら
住
友
会
館（
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
）

に
て
。
内
容
企
画
は
未
定
。
円
卓
着
席
式
で
開
催
。
42
階
会
場
か
ら
夕
日
が
沈
む

美
し
い
富
士
山
が
見
ら
れ
ま
す
。
別
途
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
が
、
参
加
希
望

者
は
Ｈ
Ｐ
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
か
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
関
東
支

部
か
ら
過
去
一
度
も
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
な
い
方
、
関
東
在
住
に
限
ら
ず
、
興
味

が
あ
る
方
は
、
支
部
の
Ｈ
Ｐ
〈https://rakuhoku-highschools.com

/

〉
か

ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
洛
北
35
期　
清
水
晃
）

昨
年
は
４
年
ぶ
り
に
支
部
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
部
か
ら
蒋
池

事
務
局
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
少
人
数
で
し
た
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
模
様
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
部
の
中
で
は
最
も
京
都
に
近
い
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
東
海
支
部
で
す
が
、
ど

れ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

京
都
駅
～
名
古
屋
駅
、直
線
距
離
で
１
０
４
キ
ロ
強
、「
の
ぞ
み
」に
乗
れ
ば
35
分
で
す
。

在
来
線
で
は
奈
良
線
・
関
西
線
経
由
が
最
短
で
、
旅
情
は
良
し
で
す
が
４
時
間
以
上
か

か
り
ま
す
。
私
は
専
ら
東
海
道
在
来
線
を
利
用
。
特
急
料
金
要
ら
ず
の
新
快
速
で
、
最

短
な
ら
２
時
間
15
分
。
車
窓
の
岐
阜
、
滋
賀
の
住
宅
地
化
に
は
驚
き
で
す
。
安
価
な
ハ

イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
超
特
急
な
ら
新
名
神
・
東
名
阪
の
ル
ー

ト
で
２
時
間
25
分
で
す
。

今
、
名
古
屋
駅
周
辺
で
は
リ
ニ
ア
名
古
屋
駅
の
工

事
や
、開
業
を
当
て
込
ん
だ
再
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問
題
山
積
で
、
京
都
～
名
古
屋
間
で
は
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

愛
知
・
三
重
・
岐
阜
、
意
外
に
近
い
所
で
す
。
面

白
い
ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
度
お
出

か
け
に
な
っ
て
は
？
「
意
外
に
近
い
」
エ
リ
ア
に
お

住
ま
い
の
方
は
ぜ
ひ
支
部
会
合
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

６
月
22
日（
土
）、
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
支
部
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
当
支
部
最
年
長
の
安
田
さ
ん
（
京
一
中
昭
23
卒
）
に
支
部
発
足
当
時
を
踏
ま
え
た

来
し
方
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
記
念
す
べ
き
北
海
道
支
部
総
会
の
第
１
回
が
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）

７
月
27
日
に
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く

開
催
し
続
け
て
来
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

御
年
94
歳
の
安
田
さ
ん
の
京
一
中
在
学
時
代
は
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
た
り
中
学
３
年

生
の
一
時
期
、
家
庭
の
事
情
で
北
海
道
の
最
北
の
稚
内
に
転
校
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
凍

え
る
海
水
の
中
か
ら
砲
台
を
築
く
た
め
の
石
を
拾
う
作
業
を
し
た
こ
と
、
頼
ま
れ
て
米

穀
手
帳
等
の
取
得
の
た
め
に
出
掛
け
た
夜
の
山
道
で
熊
に
遭
遇
し
、
校
歌
を
大
声
で
歌
っ

た
ら
熊
が
退
散
し
た
武
勇
伝
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
経
験
で
心
身
が
鍛
え
ら
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
る
安
田
さ
ん
は
、
現
在
、
地

元
の
水
泳
団
体
の
顧
問
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
昨
年
の
札
幌
マ
ラ

ソ
ン
で
10
キ
ロ
を
完
走
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
安
田
さ
ん
は
所

用
で
中
座
さ
れ
ま
し
た
が
、
や

は
り
熊
の
話
は
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
て
、
そ
の
後
は
熊
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
北
海
道
に
限
ら
ず
今
や
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
熊
へ

の
対
策
。
熊
と
人
と
の
距
離
が
近
づ
き
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
自
治
体
に
よ
る
猟
友
会
な

ど
で
の
熊
駆
除
に
は
限
界
と
問
題
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
話
し
て
い
る
う

ち
に
予
定
の
時
間
を
過
ぎ
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
な
か
で
総
会
を
お
開
き
と
し
ま
し
た
。

�

（
洛
北
24
期　
木
村
比
登
美
）

コ
ロ
ナ
禍
で
長
ら
く
活
動
が
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
東

北
支
部
は
、
２
０
２
４
年
３
月
30
日（
土
）
に
再
開
。
Ｊ

Ｒ
盛
岡
駅
に
隣
接
し
た
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
会

を
開
き
ま
し
た
。
東
北
４
県
か
ら
合
計
４
人
が
参
加
と
い

う
ミ
ニ
昼
食
会
で
し
た
が
、
美
味
し
い
中
華
料
理
と
懐
か

し
い
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
会
終
了
後
、
盛
岡
市
近
郊
に
お
住
ま
い
の
藤
居
宏
一
さ
ん
（
洛
北
６
期
）
の
案

内
で
、
天
然
記
念
物
盛
岡
石
割
桜
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。
大
き
な
石
を
割
っ
て
枝
を

伸
ば
す
桜
の
様
は
何
と
か
再
開
に
漕
ぎ
つ
け

た
東
北
支
部
同
窓
会
に
少
し
重
な
り
、
思
い

出
深
い
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ

活
動
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
支
部

東
海
支
部

東
海
支
部  

意
外
に
近
い
東
海
・
名
古
屋

意
外
に
近
い
東
海
・
名
古
屋

関
東
支
部

２
０
２
３
年
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た

２
０
２
３
年
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た

工事中の駅前ロータリー

東
北
支
部

ミ
ニ
昼
食
会
で
再
開
を
祝
い
ま
し
た

ミ
ニ
昼
食
会
で
再
開
を
祝
い
ま
し
た

北
海
道
支
部

第第
5959
回
北
海
道
支
部
の
集
い
を
開
催

回
北
海
道
支
部
の
集
い
を
開
催
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部
活

会
だ
よ
り

部活OBOG会だより

● 

新
聞
局 

局
友
会

● 

北
山
の
会（
京
都
一
中
・
鴨
沂
高
校
・
洛
北
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
）

第
一
線
で
活
躍
の
局
友
会
ヒ
ト
ケ
タ
世
代
、
三
輪
晃
久
氏

「
北
山
荘
と
北
海
道
大
学
の
山
小
屋
」講
演
会

昨
年
11
月
、
洛
北
・
北
大
両
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
小
泉
章
夫
さ
ん
（
洛
北
23
期
）
を
講

師
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
著
名
な
登
山
家
西
堀
榮
三
郎
さ
ん
ら
（
京
大
）
は
一

中
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
北
山
荘
の
創
建
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
極
地
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
加

納
一
郎
さ
ん
（
北
大
）
も
４
年
上
の
京
一
中
Ｏ
Ｂ
で
す
。
講
演
で
は
２
つ
の
山
岳
部
の

間
に
は
交
流
や
共
時
性
が
あ
り
、
山
小
屋
が
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
山
岳
部
現
役
・
Ｏ

Ｂ
自
ら
の
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
、
こ
れ
が
最
大
の
要
因
で
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
人
間
関
係
、
部
員
自
身
の
立
案
に
よ
る
探

検
志
向
の
山
行
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
類
似
点
と
の
こ
と
で
し
た
。

小
泉
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
厳
冬
期
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
の
ツ
ワ
モ
ノ
で
す
が
、
ほ
か
に
南

極
観
測
隊
で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
ひ
と
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
ま
た
の

機
会
に
紹
介
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

�

北
山
の
会
ｅ
メ
ー
ル
：kitayam

anokai2019

★leto.eonet.ne.jp
�

（
北
山
の
会
前
会
長　
洛
北
13
期　
黒
田
俊
郎
）

い
つ
も
例
会
で
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
各
局
友
の
近
況
報
告
の
後
、
爽
や
か
な
美
術
の
世

界
を
披
露
い
た
だ
く
局
友
会
長
老
の
お
一
人
、
三
輪
晃
久
氏
（
洛
２
）
を
、
初
夏
の
昼

下
り
、
有
志
が
堂
本
印
象
美
術
館
に
訪
ね
た
。

三
輪
局
友
は
、日
本
美
術
史
の
巨
星
と
称
え
ら
れ
る
日
本
画
家
の
堂
本
印
象
を
師
と
し
、

雄
大
な
自
然
を
繊
細
な
筆
致
で
描
い
た
画
作
を
発
表
、
京
都
画
壇
の
雄
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
か
ら
同
館
の
館
長
を
務
め
、
今
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

印
象
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
独
自
の
企
画
で
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
作
品
を
展
示
紹
介
し
て

い
る
。
こ
の
秋
に
は
日
本
画
家
・
福
田
豊
四
郎
の
生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し
た
特
別
企

画
展
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

画
家
と
し
て
の
業
績
の
上
、
こ
う
し
た
芸
術
文
化
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
て
、
三
輪

局
友
は
平
成
31
年
に
京
都
府
文
化
賞
特
別
功
労
賞
を
、
昨
年
に
は
地
域
文
化
功
労
者
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
て

い
る
。

同
館
は
立
命
館
大
学
の
衣
笠
キ
ャ
ン
パ

ス
の
向
い
に
位
置
す
る
モ
ダ
ン
な
建
物
。

き
ぬ
か
け
の
路
を
た
ど
っ
て
世
界
遺
産
の

金
閣
寺
、
龍
安
寺
や
仁
和
寺
に
も
立
ち
寄

れ
る
好
立
地
。
局
友
の
み
な
ら
ず
広
く
卒

業
生
や
洛
北
高
生
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
、
し
ば

し
美
術
の
世
界
に
時
を
過
ご
す
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
訪
問
だ
っ
た
。

�

（
局
友
会
世
話
人
）

● 
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

４
０
０
回
を
迎
え「
継
続
は
力
な
り
」を
実
践
中

洛
北
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
終
え
て

京
一
中
・
洛
北
高
あ
か
ね
ゴ
ル
フ
会
は
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
７
月
「
京
一
中

ゴ
ル
フ
会
」
と
し
て
発
足
以
来
、
平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
に
洛
北
高
校
の
卒
業
生
も

参
画
し
て
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
４
月
10
日
の
例
会
で
4
0
0

回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
半
世
紀
を
越
え
る
歴

史
に
思
い
を
致
し
、
記
念
品
（
チ
ッ
プ
マ
ー
カ
ー
）
を
制

作
し
て
会
員
の
皆
様
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
品
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
長
か
ら
、
エ
ー

ジ
シ
ュ
ー
ト
88
回
達
成
を
記
念
し
て
、
金
一
封
の
ご
寄
付

を
頂
戴
し
、
そ
の
御
好
意
を
4
0
0
回
の
記
念
品
に
充
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

現
在
30
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
40
人
ま
で
12
期
卒

業
以
降
の
仲
間
の
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。
年
７
回
の
例
会

は
参
加
費
２
０
０
０
円
で
、
年
間
の
成
績
を
ポ
イ
ン
ト
制

で
表
彰
を
行
う
等
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。
舟
山
コ
ー
ス
様

か
ら
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
提
供
等
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

会　
長　
波
多
野
元
三
郎
（
洛
北
３
期
）

世
話
役　
　
　
小
林
大
二
（
洛
北
７
期
）

　
本
間
恒
雄
（
洛
北
10
期
）　
文
責

６
月
８
日
に
無
事
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
終
え
ま
し
た
。
出
席
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
は
53
人
と
、
初
め
て
の
初
夏
開
催
で
し
た
の
で
少
人
数
で
し
た
が
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

す
が
文
武
両
道
の
高
校
な

ら
で
は
の
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
短
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
私
個
人

的
に
は
、
今
後
も
周
期
的
に
開

催
で
き
れ
ば
と
思
う
昨
今
で
す
。

今
後
は
若
手
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々

に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

司
会
を
担
当
し
て
い
た
だ
い

た
ツ
ジ
ミ
チ
ヨ
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1927年創建の一中小屋（北山荘）

1927年創建の北大ヘルヴェチアヒュッテ

● 

京
一
中
・
洛
北
高 

あ
か
ね
ゴ
ル
フ
会
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会
員
著
書
紹
介

Book Reviews
本田陸士（洛北10期）
紹介者

吉村元男（洛北５期）
紹介者

長澤美恵（洛北20期）
紹介者

羽室淳爾 著
（洛北10期）

畑　祥雄 著
（洛北17期）

西本宗寂・
かわべやすこ 著
（河辺恭子）（洛北20期）

先
哲
の
言
葉
と
め
ぐ
る
漂
泊
の
真
旅

人
相
学
や
骨
相
学
を
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
著
者
の
顔
を
見

る
た
び
に
、
前
頭
葉
が
張
り
出
し
た
立
派
な
偉
人
の
相
だ
な
と
思
う
。

「
氷
が
溶
け
た
ら
何
に
な
り
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に「
水
に
な
り
ま
す
」

と
答
え
る
の
は
理
科
系
、「
春
に
な
り
ま
す
」
と
答
え
る
の
は
文
科
系

と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
に
は
理
科
系
、
文
科
系
に
加
え
て
形

而
上
系
ロ
マ
ン
が
あ
り
、
読
む
と
清
涼
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
。

左
京
区
、
京
大
、
洛
北
高
校
と
聞
く
と
、
い
つ
も
総
天
然
色
の

情
景
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
く
る
。
例
え
ば
文
化
祭
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
を
踊
っ
た
時
、
お
目
当
て
の
マ
ド
ン
ナ

が
近
づ
い
て
き
た
の
に
、
い
っ
た
ん
曲
が
止
ま
り
再
開
す
る
と
彼

女
は
く
る
り
と
ユ
ー
タ
ー
ン
…
な
ん
て
い
う
悔
し
い
思
い
出
が
蘇
る
。

得
て
し
て
人
生
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
著
者
の
言
う
「
漂
泊
」

と
通
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
書
を
枕
元
に
置
い
て
気
の
向
い
た
と
き
に
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て

い
る
と
、夢
か
う
つ
つ
か
幻
か
と
い
う
心
境
に
至
る
。専
門
外
の
方
々

も
楽
し
め
る
と
思
う
。
引
用
さ
れ
る
先
哲
の
言
葉
に
今
更
な
が
ら

心
打
た
れ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。漂
泊
の
真
旅
を
続
け
ら
れ
る
著
者
に
、

心
か
ら
の
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
語
り
継
ぐ『
奇
跡
の
森
』

進
歩
と
調
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
の
起
草

文
の
原
案
を
つ
く
っ
た
京
一
中
の
大
先
輩
梅
棹
忠
夫
先
生
に
「
学

者
や
芸
術
家
よ
、
妄
想
を
抱
け
」
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
た
洛
北
の
後

輩
で
あ
る
畑
祥
雄
氏
は
、
50
年
た
っ
て
写
真
集
『
奇
跡
の
森 

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
'70
』
を
出
版
し
た
。
都
市
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
発
予
定
で
あ
っ

た
万
博
会
場
跡
地
は
、
梅
棹
先
生
ら
が
開
発
を
阻
止
し
「
緑
に
包

ま
れ
た
文
化
公
園
」
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
の
構
想
の
も
と
で
私

は
万
博
の
森
の
基
本
設
計
に
携
わ
っ
た
。
奇
跡
の
森
の
誕
生
で
あ
る
。

京
大
探
検
部
の
顧
問
で
あ
り
恩
師
で
あ
っ
た
梅
棹
先
生
に
「
な
ぜ

跡
地
に
森
を
造
る
の
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
建
物
を
立
て
さ
せ

な
い
た
め
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
梅
棹
合
理
主
義
の
答
え
で
あ
っ
た
。

畑
氏
は
人
間
が
創
っ
た
改
良
ニ
ワ
ト
リ
の
写
真
集「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」

で
世
界
的
写
真
家
と
な
っ
た
。
本
書
で
は
植
栽
か
ら
50
年
を
経
た

奇
跡
の
森
に
長
期
に
わ
た
っ
て
通
い
つ
め
、
人
工
の
森
が
遷
移
に

よ
る
天
然
の
森
以
上
に
豊
か
な
生
物
多
様
性
の
森
で
あ
る
こ
と
を
、

数
十
万
枚
の
写
真
に
よ
っ
て
証
明
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
危

機
の
21
世
末
に
生
き
る
人
々
へ
、
人
と
生
き
も
の
が
共
存
で
き
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
未
来
の
予
言
書
に
な
る
だ
ろ
う
。

発
行
所　
㈱
ブ
レ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
２
０
２
４
年
７
月
刊
）

本
体 

3
，8
5
0
円
（
税
込
）（
1
4
4
頁
）

花
が
彩
る
暮
ら
し
を
和
洋
の
ス
タ
イ
ル
で

「
多
く
の
日
本
人
は
自
分
の
国
が
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
か
気
付

か
ず
、
真
の
理
解
を
欠
い
て
い
る
」
本
書
に
あ
る
写
真
家
ジ
ョ
ニ
ー
・

ハ
イ
マ
ス
氏
の
言
葉
に
触
れ
た
時
、ま
さ
に
己
の
こ
と
だ
と
自
省
し
た
。

二
十
四
節
気
に
合
わ
せ
て
生
け
ら
れ
た
河
辺
さ
ん
の
英
国
ス
タ

イ
ル
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
、
茶
道
速
水
流
教
授
、
西

本
宗
寂
さ
ん
の
茶
花
と
の
競
演
。
選
ば
れ
た
季
節
の
花
を
、
河
辺

さ
ん
は
花
の
色
と
形
、
そ
し
て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
（
質
感
）
を
基
本

に
ご
自
分
の
心
を
花
に
託
す
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
時
に
英
国

の
思
い
出
に
ま
つ
わ
る
花
器
に
盛
り
、
花
の
魅
力
を
最
大
限
に
引

き
出
さ
れ
る
。
一
方
、
西
本
さ
ん
は
、
茶
室
の
し
つ
ら
え
を
念
頭

に
簡
素
な
ま
で
に
凝
縮
し
た
一
枝
で
茶
花
の
奥
深
さ
を
伝
え
ら
れ
る
。

季
節
の
お
菓
子
（
同
期
の
池
田
知
嘉
子
さ
ん
が
嫁
が
れ
た
川
端
道

喜
製
「
亥
の
子
餅
」
も
登
場
）
や
料
理
に
添
え
ら
れ
た
河
辺
さ
ん
の
エ
ッ

セ
イ
に
は
、
鴨
川
を
中
心
と
し
た
洛
北
界
わ
い
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
、

心
打
た
れ
る
。
花
飾
り
を
風
物
詩
を
共
に
追
い
か
け
た
夫
、
河
辺
利
晴

さ
ん
の
卓
越
し
た
写
真
も
こ
の
本
を
更
に
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

身
の
回
り
に
当
た
り
前
に
あ
る
「
花
」
が
ど
れ
だ
け
人
生
に
彩

り
を
与
え
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
気
付
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

感
謝
の
念
し
か
な
い
。

発
行
所　
北
斗
書
房
（
２
０
２
３
年
11
月
刊
）

本
体 

９
０
０
円
（
２
３
７
頁
）

発
行
所　
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
（
２
０
２
４
年
２
月
刊
）

本
体 

２
，４
０
０
円
（
１
５
７
頁
）

『先哲の東洋的思惟に学ぶ
畏怖と含羞

―科学と漂泊の真旅―』

『奇跡の森
EXPO'70』

『二十四節気 花飾り
茶花×英国式』

● 
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

今
年
も
５
０
０
歳
野
球 

春
季
大
会
が
開
催
！

今
年
も
５
０
０
歳
野
球
春
季
大
会
が
各
球
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。
２
回
戦
（
Ｖ
Ｓ
立

命
館
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）
と
３
回
戦
（
Ｖ
Ｓ
城
陽
ク
ラ
ブ
）
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
年
桜
の
咲
く
頃
、
往
年
の
高
校
球
児
が
集
ま
る
試
合
を
楽
し
み
に
岡
崎
公
園
内
の

野
球
場
に
行
く
と
、
応
援
に
来
て
お
ら
れ
る
洛
北
２
期
の
大
角
孝
司
氏
。
今
年
も
我
々

22
期
の
同
級
生
３
人
と
と
も
に
声
援
の
結
果
、
２
回
戦
は
大
量
点
差
で
母
校
の
勝
利
と

な
り
ま
し
た
。
大
角
先
輩
は
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
「
に
わ
か
応
援
」
で
な
く
、
プ
ロ
の

解
説
者
の
よ
う
に
実
に
熱
心
に
各
選
手
の
プ
レ
ー
を
分
析
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

翌
週
の
３
回
戦
に
は
５
期
の
山
内
千
昭
先
輩
も
来
ら
れ
、
メ
ガ
ホ
ン
や
カ
メ
ラ
持
参

で
駆
け
付
け
た
我
々
の
ほ
か
、
奥
様
方
も
来
ら
れ
て
大
応
援
団
が
結
成
。
応
援
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
総
合

力
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
裏
で
は
、
10
期
の
本
間
恒
雄

氏
の
お
姿
が
見
え
ず
残
念
で
し
た
。
本

間
氏
に
よ
る
と
、
洛
北
は
第
２
回
・
４
回
・

６
回
・
８
回
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
同
期
の
野
球
部
O
B
の
松
葉

公
博
君
、
愛
甲
博
明
君
、
佐
竹
三
夫
君

が
い
つ
も
通
り
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
秋
季
の
大
会
は

決
勝
戦
ま
で
リ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

�

（
平
塚
泉　
洛
北
22
期
）

株式会社 ダウンタウンフーズ
相談役 （洛北 22回卒）森田　正

●モスバーガー住吉店
都営新宿線・半蔵門線住吉駅
A3 出口すぐ

●モスバーガー亀戸店
JR 総武線 亀戸駅 徒歩２分

●牛角錦糸町テルミナ店 
JR 錦糸町駅 南口 徒歩１分 

●牛角江戸川大杉店
環七通り、大杉２丁目交差点（駐車場３０台）

●もつ焼き横丁ニシキ屋
ＪＲ錦糸町駅 南口 徒歩１分（ＪＲＡ向い）  
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お出かけにも、集まりにも
便利な祇園四条。
心がなごむ
ロシア、ウクライナ料理を
お楽しみください。

〒605-0077
京都市東山区縄手通四条上ル鴨東ビル6F
TEL（075）525-0860  FAX（075）525-0810
ホームページ https://restaurant-kiev.com/

会長　加藤   幹雄 （洛五）
代表　加藤 智恵子（洛五）

同窓会・クラス会など、お気軽にご利用ください。
鴨川を見渡せる50席のメインダイニングに加え、
12名様・25名様の個室もご用意しています。
夏期は屋上ビアガーデンもお楽しみください。
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同
じ
町
内
に
住
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
先
生
に
は
幼
い
時
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
先
生
は
体
育
の
教
師
で
し

た
の
で「
健
康
第
一
」と
い
つ
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、

「
歩
け
る
百
歳
を
目
指
し
て
！
」
と
、

ご
自
宅
か
ら
片
道
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
狸
谷
不
動
尊
本
堂
ま
で
、
毎
朝
歩
い
て
往
復
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
お
休
み
の
日
は
少
し
遅
め
の
出
発
で
し
た
が
、
学
校
が
あ
る
と
き
は
早
朝
に
出
発

さ
れ
て
い
ま
し
た
。天
気
や
季
節
に
関
係
な
く
続
け
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

亡
く
な
る
ま
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
ご
自
身
で
さ
れ
て
い
た
の
は
、
長
い
間
、
狸
谷
不

動
尊
ま
で
往
復
さ
れ
て
い
た
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
ご
自

宅
か
ら
ラ
ジ
カ
セ
を
お
持
ち
に
な
り
、
近
所
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
大
人
に
も
細
か
な
体

の
動
か
し
方
も
含
め
て
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

定
年
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
夜
も
運
動
で
き
る
か
ら
と
、
月
に
６
回
、
５
日
ご
と
に
「
火

の
用
心
！
」
と
声
を
出
し
て
町
内
を
回
ら
れ
、
防
火
啓
発
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
消
防
職
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、我
が
家
の
子
供
も
小
学
校
の
中
学
年
か
ら
加
わ
り
、

毎
月
先
生
と
一
緒
に
夜
回
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
京
都
市
内
は
毎
月
５
日
と

20
日
が
「
無
火
災
推
進
日
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
日
間
は
地
元
消
防
団
の
方
々

も
加
わ
り
夜
回
り
を
し
、
子
ど
も
に
は
拍
子
木
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
夜
回

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
京
都
新
聞
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
大
き
く
写
真

入
り
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
、
先
生
の
思
い
出
と
と
も
に
今
で
も
子
供
た
ち
の
宝
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
教
え
子
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
か
ら
慕
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
多
く
の

の
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
天
国
か
ら
優
し
く
時

に
は
厳
し
く
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

（
元
京
都
市
消
防
局
左
京
消
防
署　
副
署
長
）

私
た
ち
の
恩
師
、藤
川
義
人
先
生
は
、

ご
存
じ
の
通
り
洛
北
サ
ッ
カ
ー
の

全
国
優
勝
監
督
で
あ
り
、年
代
別
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
の
ス
タ
ッ
フ
も
務
め

ら
れ
た
重
鎮
だ
っ
た
。
ご
本
人
も

40
歳
代
ま
で
国
体
の
代
表
選
手
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
。
藤
川
先
生
を

思
い
起
こ
す
時
、
一
番
に
「
哲
学
者
」

と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
く
る
。

洛
北
サ
ッ
カ
ー
の
活
躍
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
青
少

年
た
ち
が
ど
う
す
れ
ば
社
会
で
活
躍
し
て
い
け
る
か
を
常
に
考
え
て
お
ら
れ
た
。
私
が

入
部
し
た
頃
は
ま
だ
現
役
選
手
で
、
精
悍
な
日
焼
け
顔
で
発
せ
ら
れ
る
言
葉
に
は
い
つ

も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
頭
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
仕
事
は
大
切

に
し
て
趣
味
は
二
つ
以
上
持
て
」
で
あ
る
。
先
生
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
だ
っ
た
が
、

バ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
趣
味
も
持
っ
て
お
ら
れ
、
先
生
を
囲
む
会
や
お
宅
に
お
よ
ば
れ
し

た
時
に
は
必
ず
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
と
違
っ
て
趣
味
級
だ
っ
た
が
、
楽

し
み
の
一
つ
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
に
も
う
一
つ
あ
れ
ば
そ
ち
ら
で
自
己
解
放
で
き
る
、

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
頭
か
ら
離
れ
な
い
の
が
、
あ
る
夏
、
勝
利
し
た
も
の

の
内
容
が
良
く
な
か
っ
た
練
習
試
合
の
後
「
今
日
の
プ
レ
ー
に
は
ヘ
ド
ロ
が
出
る
」
と

叱
ら
れ
た
の
だ
。
へ
ど
が
出
る
と
は
言
う
が
「
ヘ
ド
ロ
が
出
る
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。
多
く
の
部
員
は
間
違
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
が
、
私
は
ヘ
ド
ロ
が

正
解
で
、
ヘ
ド
ロ
の
よ
う
に
洗
っ
て
も

落
ち
な
い
、
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
離
れ

な
い
ダ
メ
な
試
合
だ
と
言
わ
れ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
先
生
は
褒
め
る
の
も
う
ま
か
っ
た
。

高
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
私
は
な

か
な
か
チ
ー
ム
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ

た
が
「
お
前
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
目
の
ボ
ー

ル
の
置
き
場
が
素
晴
ら
し
い
、
次
の
プ

レ
ー
に
繋
が
る
」。何
の
こ
と
は
な
い
、ボ
ー

ル
を
止
め
る
技
術
が
私
に
な
か
っ
た
だ

け
な
の
だ
が
。
叱
る
時
、
鼓
舞
す
る
時
、

先
生
の
言
葉
は
ず
し
ん
と
心
に
響
い
た
。

教
え
込
む
サ
ッ
カ
ー
で
は
な
く
「
自
ら
判
断
し
て
動
く
サ
ッ
カ
ー
」
を
目
指
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｋ
の
心
構
え
を
話
さ
れ
た
後
、実
演
さ
れ
た
が
ゴ
ー
ル
が
入
ら
ず
、真
面
目
な
顔
で
キ
ー

パ
ー
を
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
お
茶
目
な
一
面
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
哲
学
者
」
に
対

し
て
笑
う
者
は
い
な
か
っ
た
が
。

そ
し
て
我
々
Ｏ
Ｂ
が
い
つ
で
も
世
代
を
越
え
て
集
え
る
洛
北
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
ら
れ
た
功
績
は
、と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。と
に
も
か
く
に
も
サ
ッ
カ
ー
の
、

人
生
の
、
師
で
あ
り
先
達
で
あ
っ
た
先
生
に
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

�

（
前
京
都
一
中
洛
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
Ｏ
Ｂ
会 

会
長
）

大島武子先生（体育）
令和５年９月16日ご逝去

（享年98）
在任／昭和28年４月１日～
� 51年３月31日

大
島
武
子
先
生
の
思
い
出

渡
邉
隆
司

（
洛
北
27
期
）

かわべ やすこ
河辺 利晴

（　　）洛　北
20期卒

藤川義人先生（体育）
令和６年４月３日ご逝去

（享年96）
在任／昭和36年４月～
� 59年３月

恩
師
を
偲
ん
で

ず
し
ん
と
響
い
た「
哲
学
者
」の
言
葉

安
田　
曜

（
洛
北
23
期
）

前列中央が藤川先生、後列右から3人目が筆者

洛
北
高
校

◇
岡
井　
満
先
生（
校
長
）

　
令
和
５
年
９
月
29
日
ご
逝
去

　
在
任
：
平
成
８
年
４
月
１
日
～

�

10
年
３
月
31
日

◇
西
脇
克
明
先
生（
英
語
）

　
令
和
５
年
ご
逝
去

　
在
任
：
昭
和
26
年
４
月
１
日
～

�

27
年
３
月
31
日
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東西南北「夢の続き…」

同
窓
生
が
発
信
〜

西西
南南

北北

「
夢
の
つ
づ
き
…
」

「
夢
の
つ
づ
き
…
」

東東ス
ポ
ー
ツ
は
、
お
も
し
ろ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
楽
し
さ
も
嬉
し
さ
も
、
悔
し
さ
も
悲
し

み
を
も
も
た
ら
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
時
に
喜
び
に
あ
ふ
れ
、
時
に
怒
り
に
満
ち
、
そ
の
全

て
が
お
も
し
ろ
い
。

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
走
る
こ
と
が
大
好
き
で
、小
中
学
生
の
頃
は
サ
ッ
カ
ー
少
女
で
し
た
。

洛
北
高
校
時
代
は
、
強
豪
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
異
例
の
初
心
者
で
入
部
し
、
日
本
一

を
目
指
し
て
部
活
動
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
怪
我
に
苦
し
み
悔
し
涙
も
た
く
さ
ん
流
し

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
８
強
入
り
を
果
た
し
、
走
り
続
け
た
３
年
間
は
ど
ん
な

時
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
で
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
20
歳
の
夏
に
原
因
不
明
の
病
で
突
然
倒
れ
、

歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
自
分
の
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

ず
、
日
毎
に
出
来
る
こ
と
が
減
り
、
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
に
は
ス
ポ
ー

ツ
が
あ
り
ま
し
た
。発
病
か
ら
１
年
後
に
は
車
い
す
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、

再
び
コ
ー
ト
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
は
唯
一
の
日
本
人

選
手
と
し
て
女
子
世
界
大
会
に
出
場
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
皇
后
杯
８
連
覇
中
の
女
子
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
現
在
は
日
本
代

表
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
だ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
共
に
生
き
て
き
た
私
の
原
動
力
は
、好
奇
心
で
し
た
。ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
で
日
本
一
を
目
指
し
た
時
も
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
に
飛
び
出
し
た
時
も
、
そ
こ
に

ど
ん
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
て
、
例
え
初
心
者
で
も
足
が
動
か
な
く

て
も
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
好
奇
心
が
私
を
突
き
動
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
お
も
し
ろ
さ
が
私
の
身
体
と
頭
と
心
を
満
た
し
、
今
こ
こ
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
全
身

で
感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。
突
然
の
障
害
は
き
っ
か
け
に
過
ぎ
ず
、
私
は
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と

出
会
う
べ
く
し
て
出
会
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

夢
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
の
お
も
し
ろ
さ
に

背
中
を
押
さ
れ
、
私
は
今
日
も
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
ま
だ
見
ぬ
景
色
に
向
か
っ
て
走
り

続
け
て
い
ま
す
。

�

（
佛
教
大
学
４
回
生
・
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
）

昭
和
５
年
に
始
ま
る
超
・
長
寿
会
、
ま
す
ま
す
充
実

　
第
５
４
１
回
か
ら
の
講
演
テ
ー
マ
と
講
師
は
左
の
通
り
で
す
。
第
５
４
４
回
は
、
か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
母
校
教
諭
で
陸
上
競
技
部
顧
問
の
難
波
祐
樹
氏
（
洛

南
高
校
Ｏ
Ｂ
）
を
迎
え
て
、
自
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
歩
み
や
指
導
者
と
し
て
の

学
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
母
校
陸
上
部
の
今
後
の
可
能
性
や
夢
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
は
、
参
加
者
同
士
で
当
ホ
テ
ル
の
会
食
と
歓
談
を
楽
し
み
ま

し
た
。

第
5
4
1
回　
令
和
5
年
9
月
16
日

　
「
親
目
線
で
見
た
宝
塚
音
楽
学
校
と
フ
ァ
ン
目
線
で
見
る
宝
塚
」

　
講
師　
佐
々
木
祐
子
（
洛
39
）

第
５
４
２
回　
11
月
18
日

　
「
み
ん
な
で
近
助
を
！
」

　
講
師　
伊
藤
昭
（
洛
10
）

第
５
４
３
回　
令
和
6
年
1
月
20
日

　
「
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
講
師　
渡
邉
隆
司
（
洛
27
）

第
５
４
４
回　
7
月
20
日

　
「
高
校
生
の
指
導
に
つ
い
て
」

　
講
師　
難
波
祐
樹 

洛
北
高
校 

教
諭

趣
向
あ
ふ
れ
る
テ
ー
マ
で
活
発
に
意
見
交
換

　
第
10
期
生
が
中
心
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
、
関
西
を

活
性
化
す
る
洛
北
有
志
の
会
「
関
活
洛
有
会
」
は
22
年
目

に
入
っ
た
。
昨
年
10
月
か
ら
京
都
の
檀
王
法
林
寺
交
流
会

館
「
遊
心
菴
」
を
お
借
り
し
て
例
会
を
再
開
。
第
１
部
は

会
員
か
ら
の
話
題
提
供
と
闊
達
な
議
論
、
第
２
部
は
各
自

持
ち
寄
り
の
軽
食
で
懇
親
・
交
流
の
時
間
と
し
て
い
る
。

第
69
回
（
令
和
５
年
10
月
20
日
）
参
加
者
13
人

　
「�

１
０
０
年
前
の
絵
か
ら
洛
北
の
今
を
探
す
～
日
本
画
家・

木
島
桜
谷
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
か
ら
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村
眞
（
洛
15
）

第
70
回
（
令
和
６
年
２
月
16
日
）
参
加
者
15
人

　
「�

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
京
都
の
現
代
史 

―
太
平
洋

戦
争
と
京
都
の
町
―
」　　
　
　
伊
藤
忠
夫
（
洛
17
）

第
71
回
（
令
和
６
年
６
月
21
日
）
参
加
者
14
人

　
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

'70  

奇
跡
の
森 

～
パ
ビ
リ
オ
ン
が
森
に
な
る
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
祥
雄
（
洛
17
）

　
第
71
回
は
、
梅
棹
忠
夫
氏
（
京
一
中
昭
和
12
年
卒
）
が
森
創
り
を
提
唱
し
、
造
園
家
・

環
境
学
者
の
吉
村
元
男
氏
（
洛
５
）
が
設
計
し
た
万
博
跡
地
の
森
を
、
畑
氏
が
写
真
撮

影
す
る
と
い
う
「
京
一
中
―
洛
北
」
の
リ
レ
ー
物
語
。
美
し
い
森
を
写
真
記
録
し
、
70

年
万
博
の
１
０
０
年
後
の
２
０
７
０
年
へ
、
次
世
代
へ
の
贈
り
物
を
創
る
と
い
う
壮
大

な
お
話
で
し
た
。
次
回
は
10
月
、
保
護
司
の
村
上
ま
す
み
さ
ん
（
洛
17
）
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
同
窓
生
有
志
の
幅
広
い
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
〈
連
絡
先
〉　　
洛
北
17
期　
毛
利
勝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（m

ohrim
@

hi-ho.ne.jp

）

　
　
　
　
　
　
　
洛
北
20
期　
林　
芳
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（kyo884@

khaki.plala.or.jp

）

京
一
中
洛
北
ク
ラ
ブ
（
１
・
４
・
７
・
10
月
第
３
土
曜　

聖
護
院
御
殿
荘　

※
変
更
あ
り
）

関
活
洛
有
会

（
２
・
６
・
10
月
の
第
３
金
曜
日　

夕
刻
）

京
都
府
宇
治
市
発

「
車
い
す
の
私
」
で
、
走
る�

藤
原　
芽
花
（
洛
北
69
期
） 第544回講師の難波祐樹教諭

242525



東西南北「夢の続き…」

に
コ
ラ
ム
を
書
い
た
。「
ゆ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
自
分
の
中
の
ア
セ
ッ
ト
形
成
を
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
書
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
実
は
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。
本
音
は
「
人
生
の
ピ
ー
ク
は
70
歳
で
い
い
」
で
あ
っ
た
。
自

分
も
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
の
興
味
は
尽
き
な
い
。「
人
生
は
全
て

学
問
」
で
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
洛
北
高
校
で
あ
っ
た
。

卒
業
式
前
夜
、親
友
の
Ｏ
君
の
家
で「
医
者
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
、結
局
学
ぶ
こ
と
は『
人

間
と
は
何
か
』
だ
。
人
生
は
全
て
が
学
問
」
と
い
う
議
論
を
深
夜
ま
で
し
た
こ
と
を
今

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
、
大
阪
外
国
語
大
学
（
現
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
）
を
卒
業
し
て
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
に
就
職
し
た
の
だ
が
、
当
時
、
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ
ル
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
が
世
界
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
の
経
済
成
長
が
ミ
ラ
ク
ル
と

い
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
理
由
を
学
ん

で
み
た
い
と
思
い
、
ト
ヨ
タ
を
選
ん
だ
。
三
十
年
後
の
退
職
を
前
に
、「
ト
ヨ
タ
の
強

さ
の
秘
訣
」
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
察
を
小
論
文
に
ま
と
め
、
京
都
大
学
の
経
営
学
雑

誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ト
ヨ
タ
時
代
に
は
赴
任
先
の
チ
ェ
コ
で
経
営
を
学
び
、
休
み
の
日
に
は
欧
州
を
旅
し
、

歴
史
を
学
ん
だ
。
こ
の
時
の
学
び
が
現
在
の
外
交
広
報
を
考
え
る
原
点
に
な
っ
て
い
る
。

帰
国
後
は
、
海
外
広
報
担
当
部
長
と
し
て
、
豊
田
章
男
社
長
（
現
会
長
）
の
ス
ピ
ー
チ

執
筆
も
担
当
し
た
。
経
営
危
機
も
乗
り
越
え
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

本
年
６
月
に
は
、
日
本
外
交
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
東
洋
経
済
誌
に
「
今
こ
そ

日
本
と
イ
ギ
リ
ス
が
関
係
強
化
す
べ
き
３
つ
の
理
由
。
ト
ラ
ン
プ
再
来
に
備
え
よ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し
た
。
日
本
外
交
を
考
え
る
時
、
自
分
の
脳
裏
に
常
に
あ
る
の

は
「
な
ぜ
、
日
本
は
太
平
洋
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
」
で
あ
る
。
我
々

に
は
、
そ
の
考
察
を
幾
度
も
行
い
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
使
命
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
多
い
。「
人
生
は
全
て
が
学
問
」
と
い
う
考
え

方
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
「
洛
北
」
で
あ
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

�

（（
株
）
ク
レ
ア
ブ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド 

代
表
取
締
役
）

高
知
県
佐
川
町
発

自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り�

長
坂　
直
比
路
（
洛
北
22
期
）

洛
北
高
校
を
昭
和
48
年
に
卒
業
し
て
52
年
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
70
歳
で
す
。

高
知
生
ま
れ
の
妻
、
子
供
は
男
女
一
人
ず
つ
。
63
歳
で
高
知
県
職
員
を
退
職
後
、
年
金

暮
ら
し
で
す
。

高
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
中
学
の
１
年
生
か
ら
続
け
て
い
た
柔
道
部
に
所
属
。

さ
ら
に
同
級
生
に
誘
わ
れ
て
、
部
員
数
が
15
人
に
満
た
な
い
ラ
グ
ビ
ー
部
に
も
参
加
し
、

８
カ
月
ほ
ど
柔
道
部
と
掛
け
持
ち
し
ま
し
た
。
身
体
的
に
は
キ
ツ
カ
ッ
タ
で
す
が
、
筋

ト
レ
な
ど
で
体
力
・
走
力
に
は
自
信
が
あ
り
、
他
校
と
の
試
合
に
負
け
な
い
よ
う
に
や

り
抜
き
ま
し
た
。
勝
率
も
ま
ず
ま
ず
（
６
勝
２
敗
）。
短
い
間
で
し
た
が
中
身
の
充
実
し

た
高
校
生
活
の
思
い
出
で
す
。

な
お
、
大
学
は
高
校
よ
り
近
い
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
家
業
が
友

禅
染
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
シ
ル
ク
関
係
の
蚕
糸
生
物
学
科
を
専
攻
し
ま
し
た
。
大
学

卒
業
後
は
大
学
院
に
進
学
。
１
年
後
、
大
学
Ｏ
Ｂ
で
高
知
県
職
員
の
方
か
ら
県
職
員
へ

の
道
を
勧
め
ら
れ
、
大
学
院
を
一
年
で
中
退
し
、
昭
和
55
年
に
高
知
県
職
員
に
な
り
、

長
岡
郡
大
豊
町
の
蚕
業
指
導
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。
県
内
２
カ
所
の
指
導
所
に
勤
務
し
、

養
蚕
で
15
年
間
、
多
く
の
農
家
指
導
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
畜
産
試
験
場
養
鶏
部

門
で
26
年
間
、
研
究
と
農
家
指
導
を
担
当
。
試
験
研
究
で
は
病
理
診
断
と
解
体
作
業
な

ど
を
習
得
し
ま
し
た
。

高
知
と
言
え
ば
坂
本
龍
馬
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
気
候
が
温
暖
で
太
陽
が
近

く
、
夜
は
明
る
い
月
や
多
く
の
星
が
輝
き
、
比
叡
山
な
ど
に
登
っ
て
感
じ
る
夜
空
で
す
。

ま
た
県
民
性
は
非
常
に
大
ら
か
、
男
女
問
わ
ず
ほ
ぼ
全
員
が
酒
好
き
で
す
。
私
は
刺
身

が
や
や
苦
手
な
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
鰹
の
タ
タ
キ
は
絶
品
で
大
好
き
で
す
。
現
在
は
、

青
森
県
野
辺
地
町
発

大
自
然
と
美
味
の
青
森
に
住
ん
で

�

瀬
川　
三
都
子
（
洛
北
27
期
）

こ
の
地
に
住
ん
で
24
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
京
都
は
抜
け
ず
、
寒
さ
や
、
雪
の

多
さ
に
も
い
ま
だ
に
慣
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
口
か
ら
出
て
く
る
の
は
京
都
弁
で
す
。

高
校
で
働
い
て
い
る
の
で
、
授
業
も
も
ち
ろ
ん
京
都
弁
で
す
が
、
生
徒
た
ち
は
、
英
語

よ
り
京
都
弁
ば
か
り
真
似
し
ま
す
。（
笑
い
）

青
森
に
住
ん
で
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
自
然
の
景
色
で
す
。

新
緑
の
奥
入
瀬
も
、
紅
葉
の
十
和
田
湖
も
き
れ
い
で
す
が
、
私
の
心
を
持
っ
て
い
っ
た

の
は
、
冠
雪
し
た
八
甲
田
山
で
す
。
運
転
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
も
つ
い
見
と
れ

て
し
ま
い
ま
す
。青
森
で
最
初
に
勤
め
た
高
校
に
は
、

広
い
牧
草
地
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
八
甲

田
山
と
桜
の
コ
ラ
ボ
は
絶
景
で
し
た
。
京
都
の

実
家
か
ら
見
て
い
た
比
叡
山
や
大
文
字
山
と
は

違
い
、
八
甲
田
は
美
し
い
中
に
も
凜
と
し
た
厳

し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
時
に
は
、
多
く
の
若

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
事
が
思
い
出
さ
れ
、
厳
粛

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
八
甲
田
山
を
知
っ
て

か
ら
比
叡
山
を
見
る
と
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と

も
な
い
「
や
さ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
と

頭
に
浮
か
ん
で
し
ま
う
か
ら
不
思
議
な
も
の
で
す
。

青
森
に
は
美
味
し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
私
の
一
番
の
お
す
す
め
は
、
ホ
タ
テ
の

稚
貝
の
お
味
噌
汁
で
す
。
稚
貝
と
は
ホ
タ
テ
の

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
す
。
お
刺
身
も
も
ち
ろ
ん

美
味
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
稚
貝
の
お
汁
は
、
誰
で

も
手
軽
に
作
れ
て
、
し
か
も
と
っ
て
も
美
味
し
い
！

こ
の
あ
た
り
で
は
春
が
近
づ
く
と
、
間
引
か
れ
た
稚

貝
が
パ
ッ
ク
に
つ
め
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー
に
並
び
ま
す
。

大
き
め
の
白
い
パ
ッ
ク
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
ら
れ
、
そ

の
日
の
朝
捕
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
魚
と
一
緒
に
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
手
頃
価
格
で
Ｇ
Ｅ
Ｔ
で
き
、
こ
の

時
期
買
い
物
に
行
っ
て
見
つ
け
る
と
、
即
買
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。（
笑
い
）

洛
北
で
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
頃
に
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
遠
い
地
に
住
む
こ
と

に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
育
っ
た
環
境
と
違
う
の
で
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
京
都
と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
に
感
動
す
る
こ
と
も
度
々
で
す
。
好
き

な
仕
事
が
で
き
、
新
し
い
感
動
に
出
会
え
る
。
感
謝
で
す
ね
。

�

（
高
校
教
師
）

東
京
発「

人
生
は
全
て
学
問
」
を
学
ん
だ
母
校

�

土
井　
正
己
（
洛
北
26
期
）

現
在
、私
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
資
本
の
外
交
・

戦
略
的
広
報
の
コ
ン
サ
ル
会
社
で
上
級
副

社
長
と
日
本
法
人
の
社
長
を
兼
務
し
て
お
り
、

山
形
大
学
の
客
員
教
授
も
務
め
て
い
る
。ま
た
、

時
折
「
東
洋
経
済
」
な
ど
に
コ
ラ
ム
を
書
く
。

65
歳
を
超
え
た
が
多
忙
を
極
め
る
毎
日
で

あ
る
。
先
般
、「
人
生
の
ピ
ー
ク
は
60
歳
で

い
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
若
者
向
け
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2024
令
和
５
年
度
卒
業
式

73
期
生
２
６
７
名
が
卒
業
、
同
窓
会
入
り

　
令
和
６
年
３
月
１
日（
金
）
第
73
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、
2
6
7

名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
式
で
は
川
口
浩
文
校
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
の
門
出

を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
も
ご
来
賓

の
案
内
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
つ
い
て
は
実
施
し
、
同
窓
会
か
ら
は
、
会
長
の
髙
坂
節
三

様
及
び
常
任
理
事
の
倉
部
京
子
様
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
29
日（
木
）
に
は
、
同
窓
会
入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
、
髙

坂
節
三
会
長
及
び
蒋
池
信
男
常
任
理
事
が
出
席
さ
れ
、
祝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

73
期
生
の
学
年
幹
事
へ
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
同
窓
会
と
生
徒
会
よ
り
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。

　
■
73
期
生
幹
事
（
敬
称
略
）

 　
１
組　
江
畑　
涼
葉
◎　
武
藤　
優
介　
　
　
５
組　
国
府
久
楽
楽　
小
寺　
浩
斗

 　
２
組　
近
藤　
瑠
真　
　
谷
川　
裕
紀　
　
　
６
組　
加
藤　
大
貴　
小
堀
和
佳
子

 　
３
組　
宮
城　
恵
太　
　
薮
内
亜
衣
莉　
　
　
７
組　
上
田　
　
奏　
熊
谷　
和
士

 　
４
組　
神　
　
咲
花　
　
杉
山　
直
希　
　
　
（
◎
印
は
73
期
生
学
年
幹
事
代
表
）

令
和
６
年
度
入
学
式

　

令
和
６
年
４
月
８
日（
月
）
午
後
に
高
等
学
校
入
学
式
及
び
附
属
中
学
校
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
、
高
校
へ
は
2
8
0
名
、
附
属
中
学
校
へ
は
80
名
の
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た
。
令

和
に
な
っ
て
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
中
学
と
高

校
で
別
々
の
入
学
式
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
５
年
ぶ
り
に
中
高
合

同
の
入
学
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
対
す
る
入
学
許
可
の
後
、川
口
浩
文
校
長
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

ド
ゥ
ヴ
リ
ー
ズ
景
子
P
T
A
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
洛
北
生
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
歩
み
始
め
る
新
入
生
に
対
す
る
想
い
が
、
十
分

に
伝
わ
る
式
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
、
理
事
長 

山
川
富
士
夫
様
・
事
務
局
長 

蒋
池
信
男
様
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
り
、
学
習
に
、
部
活
動
に
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

令
和
５
年
度　
進
路
状
況�

※（　
）
は
判
明
分
の
過
年
度
生
の
数
（
外
数
）

　
昨
年
度
の
卒
業
生
は
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
を
は
じ
め
国
公
立
大
学
に
の

べ
１
２
８
名
（
18
名
）、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
、
関
西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
を
は

じ
め
私
立
４
年
制
大
学
に
の
べ
４
５
３
名
（
１
０
４
名
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
国
公
立
大
学

母
校
だ
よ
り

母
校
だ
よ
り

毎
日
愛
犬
の
散
歩
な
ど
で
面
白
お
か
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。趣
味
が
一
つ
だ
け
あ
っ
て「
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
」
と
い
う
競
技
に
夫
婦
と
も
ど
も
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
高
知
に
住
み
続
け
る
予
定
で
す
。
ま
た
京
都
に
は
姉
や
妹
家
族
が
お
り
、

ま
た
親
し
い
友
人
も
数
人
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
、
無
理
に
で
も
、
時
間
を
作
っ
て

遊
び
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
発

「
手
」
で
よ
み
が
え
ら
せ
る
イ
タ
リ
ア
の
美

�

山
本　
千
晶
（
洛
北
37
期
）

１
９
９
９
年
、フ
レ
ス
コ
画
修
復
技
術
を
取
得
す
る
た
め
に
、そ
の
発
祥
地
イ
タ
リ
ア
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
留
学
し
て
以
来
、
継
続
的
な
「
小
さ
な
一
歩
ず
つ
の
前
進
」
を
経
て
、

２
０
０
３
年
後
半
よ
り
修
復
技
師
と
し
て
今
日
も
そ
の
地
で
活
動
し
続
け
て
い
ま
す
。

洛
北
高
校
３
年
の
時
、
幼
少
期
か
ら
得
意
で
あ
っ
た
お
絵
描
き
を
専
門
的
に
習
得
し

よ
う
と
決
意
し
、絵
画
塾
に
通
っ
て
大
学
受
験
勉
強
を
開
始
。そ
の
後
は
精
華
大
学
ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
へ
入
学
、
修
了
後
は
ア
パ
レ
ル
業
の
専
属
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
約
７
年
間
勤
務
。
そ
し
て
渡
伊
を
決
意
。
現
地
で
の
修
復
技
術
の
就
学
中
、
次

第
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
自
身
の
手
で
モ
ノ
を
再
現
す
る
喜
び
を
改
め
て
実
感
。

２
０
０
２
年
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
美
術
修
復

専
門
学
校
を
修
了
、

さ
ら
に
ト
ス
カ
ー
ナ

州
公
認
の
壁
画
修
復

技
師
資
格
試
験
に
も

挑
戦
し
、
獲
得
。
困

難
な
イ
タ
リ
ア
就
業

滞
在
ビ
ザ
が
よ
う
や

く
届
い
た
２
０
０
３

年
後
半
か
ら
、
フ
レ

ス
コ
画
や
装
飾
壁
画
を
は
じ
め
大
理
石
装
飾
や
歴
史
的
建
造
物
装
飾
な
ど
の
、
イ
タ
リ

ア
文
化
遺
産
の
修
復
活
動
を
、
ト
ス
カ
ー
ナ
州
を
中
心
と
し
て
絶
え
間
な
く
続
け
て
い

ま
す
。

数
々
の
重
要
文
化
財
に
も
手
を
触
れ
、
２
０
１
８
年
後
半
か
ら
は
修
復
事
務
所
を
設

け
て
の
独
立
活
動
で
す
。
長
年
勤
務
し
て
い
た
修
復
事
務
所
が
不
景
気
の
末
に
倒
産
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
15
年
来
の
経
験
や
人
脈
を
考
慮
し
た
上
で
の
決
断
で
し
た
。

外
国
人
で
あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
多
く
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
自

分
の
手
を
信
じ
る
新
た
な
挑
戦
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
辛
い
時
期
（
イ
タ
リ
ア
は
大
打

撃
を
受
け
た
）
も
乗
り
越
え
、
今
で
は
順
調
に
仕
事
の
依
頼
が
相
次
ぎ
、
多
忙
で
あ
り

な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

文
化
の
か
け
離
れ
た
国
で
の
25
年
来
の
生
活
。京
都
の
姉
妹
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で「
私

の
も
う
一
つ
の
人
生
」
を
徐
々
に
築
き
上
げ
た
現
実
を
、
華
麗
な
フ
レ
ス
コ
画
を
前
に
、

ふ
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。�

（
修
復
技
師
）
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2024 母校だより母校だより

【
文
化
系
】

●
放
送
部

第
70
回
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門　
出
場

●
サ
イ
エ
ン
ス
部

第
15
回
日
本
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
銅
メ
ダ
ル　
山
本
夏
暉

第
16
回
日
本
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
銀
メ
ダ
ル　
田
渕
光
希

第
34
回
日
本
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
Ａ
ラ
ン
ク　
藤
澤
俊
介

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３　
奨
励
賞　
酒
井
柾
貴

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ　
金
賞　
　
　
　
　
　
増
井
雄
大

　
　
　
　
　
　
　
　
銅
賞　
　
　
　
　
　
梅
原
真
一
・
山
本
夏
暉
・
酒
井
柾
貴
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
野
楓
・
田
渕
光
希

　
　
　
　
　
　
　
　
近
畿
支
部
長
賞　
　
増
井
雄
大

日
本
言
語
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４　
長
嶋
来
実

第
23
回
日
本
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
A
ラ
ン
ク
（
優
秀
賞
）　
宮
奥
創
太

日
本
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
４
回
女
性
部
門

　
本
選
敢
闘
賞　
田
畑
日
奈
子

●
吹
奏
楽
部

第
60
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
高
等
学
校
小
編
成
の
部　
金
賞

第
56
回
京
都
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
高
等
学
校
の
部　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
４
重
奏　
金
賞

●
囲
碁
・
将
棋
部

第
47
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

　
男
子
団
体
戦
準
優
勝　
吉
藤
真
成
・
中
井
芳
樹
・
山
内
陽
童

第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門

　
男
子
団
体
戦
京
都
府
チ
ー
ム　
６
位
入
賞　
副
将
：
中
井
芳
樹

　
男
子
個
人
戦　
　
　
　
　
　
　
出
場　
　
　
吉
藤
真
成

第
40
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
囲
碁
部
門
個
人
戦　
準
優
勝　
山
内
陽
童

第
43
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
三
重
大
会

　
囲
碁
部
門
男
子
個
人
戦　
第
３
位　
中
井
芳
樹

第
11
回
京
都
府
高
等
学
校
文
化
連
盟
囲
碁
部
門
冬
季
大
会　
総
互
先
戦

　
準
優
勝　
山
内
陽
童

●
文
化
研
究
部

第
40
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
小
倉
百
人
一
首

　
か
る
た
部
門　
Ⅲ
部　
優
勝　
　
須
永
雛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝　
東
叶
子

令
和
6
年
度
前
期

【
体
育
系
】

●
ラ
グ
ビ
ー
部

第
11
回
全
国
高
等
学
校
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
京
都
府
予
選　
準
優
勝

第
77
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部　
第
４
位

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
国
高
等
学
校
体
育
学
科
・
コ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
出
場

●
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

令�

和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
京
都
府
予
選

　
優
勝
、 

ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

令
和
６
年
度
優
秀
選
手
賞　
受
賞　
４
名

第
67
回
近
畿
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
優
勝　
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

令�

和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
京
都
府
予
選

　
優
勝
、 

ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

　
令
和
６
年
度
優
秀
選
手
賞　
受
賞　
３
名

第
67
回
近
畿
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

 

第
３
位　
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
１
名

●
弓
道
部

京
都
府
高
校
総
体

　
女
子
団
体
２
位　
短
田
・
山
下
・
近
藤
・
宮
地
・
森
重
・
瀬
ノ
口

医
学
部
医
学
科
の
合
格
者
数
は
の
べ
７
名
（
４
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
特
色
入

試
に
お
い
て
も
９
年
連
続
で
合
格
者
が
出
ま
し
た
。
特
色
入
試
開
始
か
ら
ず
っ
と
合
格
者
を

出
し
続
け
て
い
る
の
は
全
国
で
６
校
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
洛
北
高
校
で
す
。

《
国
立
大
学
》

東
京
大
学
３
名
、
京
都
大
学
12
名
（
３
名
）、
大
阪
大
学
５
名
、
北
海
道
大
学
１
名
、
神
戸

大
学
４
名
（
４
名
）、
東
京
海
洋
大
学
１
名
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
１
名
、
福
井
大
学
１
名
、

信
州
大
学
２
名
、
岐
阜
大
学
１
名
、
静
岡
大
学
３
名
、
名
古
屋
工
業
大
学
（
１
名
）、
滋
賀

大
学
７
名
、
滋
賀
医
科
大
学
３
名
（
２
名
）、
京
都
教
育
大
学
４
名
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学

12
名
（
３
名
）、
奈
良
女
子
大
学
２
名
、
鳥
取
大
学
１
名
、
岡
山
大
学
２
名
（
１
名
）、
広
島

大
学
２
名
、
徳
島
大
学
１
名
、
鳴
門
教
育
大
学
１
名
、
香
川
大
学
４
名
、
愛
媛
大
学
２
名
、

高
知
大
学
３
名
、
佐
賀
大
学
１
名
、
大
分
大
学
（
１
名
）

《
公
立
大
学
》

京
都
府
立
大
学
10
名
（
１
名
）、
京
都
府
立
医
科
大
学
５
名
、
大
阪
公
立
大
学
９
名
（
２
名
）、

釧
路
公
立
大
学
１
名
、
旭
川
市
立
大
学
１
名
、
会
津
大
学
１
名
、
三
条
市
立
大
学
１
名
、
名

古
屋
市
立
大
学
１
名
、
滋
賀
県
立
大
学
12
名
、
福
知
山
公
立
大
学
１
名
、
兵
庫
県
立
大
学
１
名
、

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
１
名
、
周
南
公
立
大
学
１
名
、
高
知
工
科
大
学
２
名

《
私
立
大
学
》

同
志
社
大
学
37
名
（
８
名
）、
立
命
館
大
学
1
0
8
名
（
17
名
）、
関
西
大
学
20
名
（
６
名
）、

関
西
学
院
大
学
19
名
（
１
名
）、
早
稲
田
大
学
１
名
、
東
京
理
科
大
学
１
名
（
１
名
）、
中
央

大
学
（
１
名
）、
明
治
大
学
１
名
（
２
名
）、
京
都
産
業
大
学
54
名
（
11
名
）、
近
畿
大
学
21

名
（
16
名
）、
龍
谷
大
学
70
名
（
20
名
）、
藤
田
医
科
大
学
（
２
名
）、
京
都
薬
科
大
学
３
名
、

大
阪
医
科
薬
科
大
学
１
名
（
１
名
）、
関
西
医
科
大
学
１
名
、
そ
の
他
１
１
６
名
（
18
名
）

令
和
5
年
度
前
期
・
後
期
部
活
動
報
告

【
体
育
系
】

●
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第�

47
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
京
都
府
予
選

　
優
勝
、
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

第
47
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

　
ベ
ス
ト
16

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第�

47
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
京
都
府
予
選

　
準
優
勝
、 

ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
受
賞
２
名

第
47
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

　
ベ
ス
ト
16

●
陸
上
競
技
部

第�

78
回
京
都
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

兼 

近
畿
選
手
権
予
選
会
日
本
選
手
権
予
選
会
特
別
国

民
体
育
大
会
京
都
府
第
２
次
予
選
会

男
子　
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ　
第
３
位　
藤
林
亮
麿

女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
４
位　
入
倉
千
菜
美

第
56
回
京
都
府
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

１
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
２
位　
永
山
涼
太
郎
（
近
畿
ユ
ー
ス
出
場
権
獲
得
）

２
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
３
位　
大
西
功
起
（
近
畿
ユ
ー
ス
出
場
権
獲
得
）

２
年
男
子　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
４
位　
畠
中
悠

３
年
男
子　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
第
４
位　
野
木
琉
平

第
58
回
京
都
府
高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

男
子　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
優
勝　
　
和
田
泰
直

女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
３
位　
入
倉
千
菜
美

第
74
回
京
都
府
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男
子　
第
２
位　
坂
元
・
大
西
・
永
井
・
三
宅
・
服
部
・
今
堀
・
野
木

�

（
近
畿
高
校
駅
伝
出
場
権
獲
得
）

男
子　
第
３
区　
区
間
賞　
永
井
孝
明

男
子　
第
４
区　
区
間
賞　
三
宅
勇
希

第
18
回
京
都
府
国
立
・
公
立
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

女
子　
１
５
０
０
ｍ　
第
３
位　
国
府
久
楽
楽

女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
第
２
位　
入
倉
千
菜
美

第
74
回
近
畿
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男
子　
第
３
位　
坂
元
・
大
西
・
今
堀
・
永
井
・
野
木
・
山
本
・
三
宅

男
子　
第
１
区　
区
間
賞　
坂
元
南
紬
太

●
水
泳
部

第
91
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子　
８
０
０
ｍ
自
由
形　
出
場　
田
村
朱
里

第
62
回
京
都
府
高
等
学
校
水
泳
競
技
新
人
大
会

女
子　
４
０
０
ｍ
自
由
形
タ
イ
ム
決
勝　
第
３
位　
田
村
朱
里

女
子　
２
０
０
ｍ
自
由
形
タ
イ
ム
決
勝　
第
４
位　
田
村
朱
里

第
43
回
京
都
府
高
等
学
校
室
内
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子　
４
０
０
ｍ
自
由
形
タ
イ
ム
決
勝　
第
３
位　
田
村
朱
里

12大会連続26回目の優勝（インターハイ京都府予選）
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2024 母校だより母校だより

令
和
６
年
度
前
期

●
第
21
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
京
都
府
予
選
会

　
女
子
団
体
の
部　
優
勝　
深
川
愛
文
・
古
賀
日
奈
子
・
大
勝
美
和

　
　
　
　
　
　
　
　
２
位　
藤
崎
美
鈴
・
岡
村
水
葵
・
村
松
夏
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
３
位　
池
田
真
悠
・
木
原
詩
・
山
際
日
和

　
女
子
個
人
の
部　
優
勝　
深
川
愛
文

　
　
　
　
　
　
　
　
２
位　
古
賀
日
奈
子

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）・
国
際
交
流
等
の
取
組

　
附
属
中
学
校
の
開
校
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
洛
北
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
は
令
和
４
年
度
、

第
5
期
の
指
定
を
受
け
、「
探
究
し
続
け
る
科
学
技
術
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
す
る
中

高
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
一
般
化
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
研
究
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●SH
O

O
T

 Lab

（
旧
研
究
室
体
験
研
修
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「SH

O
O

T Lab

」
は
、
大
学
で
の
研
究
体
験
と
学

校
で
の
課
題
研
究
活
動
を
融
合
さ
せ
た
取
組
で
す
。
大
学
で
経
験
し
た
内
容
を
も
と
に
、

自
分
た
ち
で
課
題
を
設
定
し
、
探
究
し
た
結
果
を
発
表
し
ま
す
。
参
加
者
は
無
事
に
大
学

で
の
研
究
室
体
験
を
終
え
、
熱
心
に
事
後
の
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
令
和
６
年
３
月
12

日
に
実
施
し
た
課
題
研
究
発
表
に
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
サ

イ
エ
ン
ス
科
２
年
生
とSH

O
O

T Lab

参
加
者
が
同
時
に
発
表
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
２

年
目
で
し
た
が
、
今
回
も
活
発
な
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
内
容
に
つ
い
て
も
、
１

年
目
よ
り
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
取
組
の
進
化
を
感
じ
ら

れ
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
もSH

O
O

T Lab

は
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
１
年
生
19
名
、
２
年
生
９
名
、
計

28
名
が
京
都
府
立
大
学
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
５
研
究
室
の
テ
ー
マ
に
参
加
予
定
で
す
。

昨
年
度
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
研
究
活
動
に
な
る
よ
う
に
、
企
画
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、放
課
後
、長
期
休
業
中
な
ど
、授
業
外
の
時
間
を
利
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
科
学
」
に
挑
戦
す
る
課
外
活
動
で
す
。
特
別
講
義
や
実
験
講
座
は
も
ち
ろ
ん
、

SH
O

O
T Lab

や
校
外
施
設
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
、
複
数
の
教
科
科
目
の
連
携
講
座
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
講
座
や
大
学
・
研
究
所
と
の
連
携
講
座
な
ど
様
々
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
年
や
教
科
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、年
間
４
回
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
に
加
え
、
語
学
・
文
学
・
経
済
学
に
つ
い
て
の
講
義
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
校
外
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
興
味
関
心
や
主
体
性
を
伸
ば
す
べ
く
、
先
生
方
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
企

画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
会
」
を
定
期
的
に
開
催

　
「
数
学
好
き
」
と
い
う
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
上
野

健
爾
先
生
と
洛
北
高
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、「
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
府
立
中
高
一
貫
教
育
校
か
ら
も
参
加
者
を
募
り
、
取
組
の
幅
を
広
げ

て
い
ま
す
。
参
加
生
徒
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
講
義
内
容
を
決
め
、
講
義
の
進
め
方
も
数

学
的
な
考
察
方
法
を
自
然
と
身
に
つ
く
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
と

て
もExciting

な
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
課
題
研
究
の
成
果
を
校
外
で
発
表

　
課
題
探
究
Ⅱ
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
校
外
で
発
表
す
る
場
面
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
以
下
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
課
題
探

究
の
授
業
内
で
も
様
々
な
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
課
題
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
に

続
い
て
素
晴
ら
し
い
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
5
年
度
み
や
こ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

　
奨
励
賞　
藤
森
陽
生
・
梅
原
真
一
・
佐
藤
尚
耀
・

　
　
　
　
　
村
井
象
治
朗

○
第
14
回
坊
ち
ゃ
ん
科
学
賞

　
優
良
入
賞　

�

乙
幡
璃
子
・
谷
川
裕
紀
・
佐
々
木
映
茉
・

森
野
紋
央

　
入
賞　
　
　

�

梅
原
真
一
・
佐
藤
尚
耀
・
村
井
象
治
朗
・

藤
森
陽
生

　
佳
作　
　
　

�

武
藤
優
介
・
谷
出
成
・
奥
村
優
介
・

青
山
更
梨
・
永
本
愛
結
・
山
下
叡
・

江
畑
涼
葉

全�

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
団
体
戦
京
都
府
予
選
会 

兼 

第
77
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大

会
京
都
府
予
選
会

　
女
子
団
体　
優
勝　
近
藤
・
短
田
・
山
下
・
宮
地
・
森
重
・
瀬
ノ
口

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
弓
道
大
会
・
第
69
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会

　
女
子
団
体　
出
場　
近
藤
・
短
田
・
山
下
・
宮
地
・
森
重
・
瀬
ノ
口

●
陸
上
競
技
部

第
59
回
京
都
府
高
等
学
校
春
季
陸
上
競
技
大
会

　
男
子　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
１
位　
畠
中
悠

　
男
子　
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ　
第
１
位　
野
木
琉
平

　
女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
１
位　
入
倉
千
菜
美

第
77
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
市
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
１
年
男
子　
８
０
０
ｍ　
　
　
　
第
２
位　
長
野
龍

　
１
年
男
子　
３
０
０
０
ｍ　
　
　
第
３
位　
堤
翔
矢

　
２
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
４
位　
永
山
涼
太
郎

　
２
年
男
子　
走
幅
跳　
　
　
　
　
第
２
位　
吉
野
倫
五

　
３
年
男
子　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
４
位　
水
髙
敬
士

　
３
年
女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
２
位　
入
倉
千
菜
美

第
77
回
京
都
府
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
３
位　
永
山
涼
太
郎
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
男
子　
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ　
第
３
位　
野
木
琉
平
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
男
子　
三
段
跳　
　
　
　
　
第
１
位　
吉
野
倫
五
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
３
位　
入
倉
千
菜
美
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

第
77
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
女
子　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
出
場　
入
倉
千
菜
美　
※
在
校
生
ト
ピ
ッ
ク
ス
掲
載
（
36
頁
）

●
水
泳
部

第
77
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会

　
女
子　
８
０
０
ｍ
自
由
形
タ
イ
ム
決
勝　
第
２
位　
田
村
朱
里

第
92
回
京
都
府
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

　
女
子　
８
０
０
ｍ
自
由
形
タ
イ
ム
決
勝　
第
３
位　
田
村
朱
里

　
女
子　
８
０
０
ｍ
自
由
形
決
勝　
　
　
　
第
４
位　
田
村
朱
里
（
近
畿
大
会
出
場
権
獲
得
）

【
文
化
系
】

●
放
送
部

第�

63
回
京
都
府
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

兼 

第
71
回
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
京
都
大
会

　
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門　
第
1
位

　
→ 

N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

【
部
活
動
以
外
】

●
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
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女
子
日
本
代
表

　
第
６
位　
今
村
結
乃

【
附
属
中
学
校
】

令
和
5
年
度
後
期

●
第
23
回
京
都
府
中
学
校
秋
季
陸
上
競
技
会

　
陸
上
競
技
の
部　
女
子
砲
丸
投
げ　
１
位　
平
岡
悠

【
部
活
動
以
外
】

●
第
11
回
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
京
都
府
予
選

　
優
勝　
池
上
結
翔
・
倉
本
桂
太
朗
・
二
宮
義
樹

●
令
和
５
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大
会

　
京
都
協
議
会
長
賞　
西
大
路
梓
・
岡
村
水
葵
・
山
口
紗
恵
子

●
第
34
回
日
本
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
地
区
表
彰　
青
山
真
河

●
第
56
回
京
都
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
校
の
部

　
銀
賞　
齋
藤
壱
樹
・
坂
田
凜
・
藤
野
市
佳
・
穴
澤
来
未
・
藤
澤
那
帆
・
渡
邊
美
月

●
令
和
５
年
度
中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
京
都
府
総
連
会
長
賞　
　
　
鵜
飼
留
美

　
京
都
市
市
税
事
務
所
長
賞　
橋
本
煌
平

　
左
京
税
務
署
長
賞　
　
　
　
村
井
恵
伍

●
第
69
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
賞　
山
口
紗
恵
子
・
短
田
理
沙

3233
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○
第
21
回
生
活
創
造
コ
ン
ク
ー
ル

　
努
力
賞　
只
友
明
德
・
辻
詩
有
子
・
長
谷
川
遙
香
・
山
下
な
り

○
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ァ
ー
ム
2
0
2
3

　
優
秀
発
表
特
別
賞
（
奨
励
賞
）　
青
山
更
梨
・
永
本
愛
結
・
山
下
叡
・
江
畑
涼
葉

○
Ｈ
Ｂ
Ｇ 
高
校
生 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

健
康
ア
イ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３

　
最
優
秀
賞　
山
下
な
り

●
京
都Science

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
始
動

　
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
よ
る
研
究
開
発
や
課
題
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
京
都
府
立
高

校
と
共
有
す
べ
く
、
府
立
高
校
の
先
生
方
と
洛
北
高
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
情
報
共
有
以
外
に
も
、
生
徒
が
課
題
研
究
の
研
究
計
画
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
ス
プ
ラ
ウ
ト
」、
各
府
立
高
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
ぎ
科
学
競
技
会
を
実
施
す
る
「
京
都Science

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
課
題
研
究
指
導
に
つ

い
て
の
「
教
員
研
修
」
等
の
取
組
を
実
施
予
定
で
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
こ
れ
ま

で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
成
果
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
府
内
の
自
然
科
学
に
関
す
る
課
題
研

究
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
洛
北
高
校
が
担
っ
て
い
き
ま
す
。

●
洛
北
高
校
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

 

昨
年
度
企
画
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
で
の
研
修
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
研
修
に
い
た
る
ま
で
に
、

多
く
の
事
前
学
習
に
取
り
組
み
、
念
入
り
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
み
な
満
足
度
が
高
く
、
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
生
徒
の
何
人
か
は
、
学
校
説
明
会
で
自
分
の
成

長
を
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
来
場
者
に
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
姿
を
見
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
徒
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

 

今
年
度
も
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
べ
く
、
昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
旅

行
社
や
関
係
各
社
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

英
語
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
を
踏
ま
え
た

地
球
規
模
の
課
題
に
対
す
る
問
題
解
決
ア
イ
デ
ア
の
立

案
や
若
手
起
業
家
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
問
題
解
決
能

力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
創
造
力
を
発
揮
し
、

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
国
際
交
流
・
留
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
エ
ド
モ
ン
ド
ラ
イ
ス
カ
レ
ッ
ジ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流

を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、Global C

lassm
ates

は
今
年
度
も
引
き
続
き
採
択
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ル
ズ
チ
ャ
ー
チ
高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
国
際
交
流
に
関
す
る
取

組
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
外
部
の
取
組
を
活
用
し
な
が
ら
、

本
校
独
自
の
取
組
を
少
し
ず
つ
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
留
学
に
つ
い
て
も
希
望
す
る
生
徒
が
継
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除
け
ば
、
昨
年
度
は
14
名
の
生
徒
が
、
今

年
度
は
７
月
時
点
で
17
名
の
生
徒
が
留
学
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
海
外
渡
航
を

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
た
生
徒
は
確
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
徒
の
希
望
を
か

な
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
校
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
府
立
学
校
特
色
化
応
援
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
〞
と
は
？

　京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
、自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
行っ

た
場
合
に
寄
附
額
の
う
ち
2
，0
0
0
円
を
越
え
る
部
分
につ
い
て
、所
得
税
と
住
民
税

か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
を
活
用
し
、府
立
学
校
の

施
設・設
備
、教
育
環
境
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
寄
附
金
を
募
集
し
ま
す
。

　卒
業
生
に
か
ぎ
ら
ず
、ど
な
た
で
も
寄
附
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。各
府
立
学
校
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
か
ら
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　本
事
業
は
、こ
う
し
た
学
校
独
自
の
取
組
を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
た
制
度
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。学
校
ご
と
に
、寄
附
金
を
活
用
し

た
取
組
内
容
を
設
定
し
て
お
り
、学
校
を
指
定
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、「
金
融
機
関
への
振
込
」も
、「
ク
レ
ジッ
ト
カ
ー
ド（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）」も

御
利
用
に
な
れ
ま
す
。

＊
詳
細
は
京
都
府
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
、本
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

府
立
洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
へ 

ご
寄
附
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
!

府
立
洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
へ 

ご
寄
附
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
!

〝
府
立
学
校
特
色
化

応
援
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
〞

〝
府
立
学
校
特
色
化

応
援
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
〞

ご
存
じ
で
す
か
？

　洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
で
は
、〝
府
立
学
校
特
色
化
応
援
フ
ァン
ディン
グ
事
業

（
旧
京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
事
業
）〞
を
活
用
し
、学
校
の
教
育
環
境
改
善
や

学
習
支
援
を
促
進
す
る
た
め
に
、み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
附
を
募
って
い
ま
す
。

部
活
動
支
援
●
屋
外
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
天
候
化
・
人
工
芝
化

　文
化
系
部
活
動
の
機
器
整
備
　等

●
よ
り
専
門
的
な
学
習
・
進
路
指
導
に
係
る
講
師
の
招
聘
、

　環
境
整
備
　等

学
習
活
動
支
援

実
質
2
，0
0
0
円
の
負
担
で
、
一
定
の
上
限
ま
で
寄
附
で
き
ま
す
。

寄
附
金

寄
附
金
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湯
川
氏
ゆ
か
り
の
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
寄
贈

母
校
の
先
輩
、
湯
川
秀
樹
氏
の
旧
宅
が

京
都
大
学
に
寄
付
さ
れ
、
迎
賓
施
設
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、

同
窓
会
所
蔵
の
湯
川
氏
ゆ
か
り
の
実
験
器

具
「
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
を
京
都
大
学

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ

は
湯
川
氏
や
湯
川
氏
と
同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
で
あ
る
朝
永
振
一
郎
氏
が
、
京

一
中
に
在
学
し
て
い
た
当
時
に
授
業
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

旧
宅
は
下
鴨
神
社
の
糺
の
森
近
く
に
あ
り
、
安
藤
忠
雄
氏
の
設
計
で
改
築
・
改
修
が

行
わ
れ
て
京
大
の
迎
賓
施
設
「
下
鴨
休
影
荘
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
予
定
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
ら
れ
、
湯
川
氏
の
功
績
を
発
信
す
る
と
と
も
に
市
民
向
け
の
一
般
公
開
も
年

に
数
回
行
わ
れ
ま
す
。

桂
ち
ょ
う
ば
さ
ん
が
米
之
助
を
襲
名

洛
北
46
期
で
落
語
家
の
桂
ち
ょ
う
ば（
本
名：

大
倉
正
裕
）
さ
ん
が
、
令
和
７
年
（
２
０
２
５

年
）
３
月
、
四
代
目
桂
米
之
助
を
襲
名
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ば
さ
ん

は
６
月
に
急
逝
さ
れ
た
桂
ざ
こ
ば
さ
ん
の
弟

子
で
、
咲
く
や
こ
の
花
賞
受
賞
（
２
０
０
９

年
）、
上
方
落
語
若
手
噺
家
グ
ラ
ン
プ
リ
優

勝
（
２
０
１
８
年
）
な
ど
を
重
ね
て
、
若
手

実
力
者
と
し
て
活
躍
中
。
ま
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
介
護
士
の
資
格
を
取
得
し
て
、
介
護
施
設
や
老
人
ク
ラ
ブ
で
落
語
会
を
開
く
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

襲
名
披
露
は
来
年
３
月
中
旬
に
大
阪
市
で
、
桂
米
朝
没
後
十
年
祭
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
予
定
。
ち
ょ
う
ば
さ
ん
か
ら
は
当
編
集
部
に
宛
て
て
「
身
に
余
る
大
き
な
名
跡

を
継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。早
く
こ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
噺
家
に
な
り
、

生
涯
を
か
け
て
『
桂
米
之
助
』
を
ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り
も
大
き
く
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
」
と
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
11
月
30
日
開
催
の
第
71
回
総
会
は
、

ち
ょ
う
ば
さ
ん
ご
本
人
が
講
師
と
し
て
登
壇
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
と
エ
ー

ル
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
全
国
大
会
に
出
場
！

文
理
コ
ー
ス
３
年
の
入
倉
千
菜
美
さ
ん
が
陸
上
競
技
の
近
畿
大
会
で
６
位
に
入
賞
。

７
月
末
に
福
岡
市
で
開
か
れ
る
高
校
総
体
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
種

目
は
4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
。
入
倉
さ
ん
に
と
っ
て
初
の
全
国
大
会
へ
の
挑
戦
で
す
。

陸
上
競
技
と
の
出
会
い
は
小
学
６
年
の
大
文
字
駅
伝
。
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、
い
き
な
り
ア
ン
カ
ー
を
務
め
る
こ
と
に
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
走
り
通
せ
た

と
い
う
「
や
り
き
っ
た
感
」
が
、
そ
の
後
の
競
技
活
動
に
つ
な
が
り
、
中
学
の
陸
上
部

で
短
距
離
や
幅
跳
び
に
取
り
組
み
ま
す
。
高
校
進
学
で
は
、
一
番
「
文
武
両
道
」
の
精

神
が
感
じ
ら
れ
、
部
活
動
体
験
で
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
「
洛
北
」
を
希
望
し
ま
し
た
。

入
学
後
も
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
ら
ず
「
少
人
数
な
の
で
仲
が
い
い
し
、
先
輩
た
ち

の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
自
分
た
ち
な
り
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
加
え
ら
れ
る
自
由
度
が
い
い
」

と
の
こ
と
。
ま
た
普
段
は
の
び
の
び
し
て
い
て
「
や
る
時
は
や
る
」
の
が
洛
北
陸
上
部

の
特
色
と
か
。
入
倉
さ
ん
も
大
会
で
思
う
よ
う
に
結
果
が
上
が
ら
な
い
と
落
ち
込
ん
だ

り
す
る
け
れ
ど
、
勉
学
に
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
「
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
」
と
、
洛
北
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
部

活
以
外
に
も
生
か
し
て
い
る
様
子
で
す
。

１
年
生
の
時
か
ら
府
大
会
な
ど
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
き

た
入
倉
さ
ん
。
ハ
ー
ド
ル
競
技
が
好
き
で
得
意
種
目
か
と
思
い

き
や
、意
外
や「
ハ
ー
ド
ル
が
怖
い
」

の
だ
と
か
。
怖
が
ら
ず
に
跳
ぶ
こ

と
や
逆
足
に
な
ら
な
い
よ
う
ハ
ー

ド
ル
間
の
ス
ト
ラ
イ
ド
の
調
整
を

課
題
に
日
々
邁
進
中
。
入
倉
さ
ん

の
今
後
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
特
別
賞
！

「
廃
棄
さ
れ
て
い
る
『
お
か
ら
』
か
ら
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
ア
ン
モ
ニ
ア

を
生
成
で
き
な
い
か
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
１
年
間
に
わ
た
っ
て
実
験
を
重
ね
た
サ
イ
エ

ン
ス
科
3
年
の
齊
藤
さ
く
ら
、
清
水
雪ゆ

か花
、
長
澤
晟あ
き
行ゆ
き
、
東
口
芽め

い倭
の
皆
さ
ん
に
よ
る

研
究
論
文
が
、（
一
社
）
未
来
教
育
推
進
機
構
主
催
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ 

２
０
２
３
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
納
豆
菌
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
生
成
と
そ
の
有
用
性
」。
身
近
な

納
豆
菌
を
使
っ
て
、
脱
炭
素
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
ン
モ
ニ
ア
を
よ
り
多
く

生
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
実
験
研
究
で
す
。
発
酵
材
料
と
し
て
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

の
観
点
か
ら
、
食
品
の
製
造
工
程
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
「
お
か
ら
」
を
活
用
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
長
澤
君
の
呼
び
掛
け
に
３
人
が
参
加
し
て
結
成
し
た
、そ
の
名
も「
お
か
ら
な
っ

と
う
班
」。
ア
ン
モ
ニ
ア
特
有
の
臭
い
や
納
豆
菌
が
死
滅
し
て
い
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど

と
た
た
か
い
な
が
ら
、発
酵
準
備
に
３
時
間
半
さ
ら
に
２
時
間
と
い
う
長
丁
場
の
実
験
を
、

そ
れ
ぞ
れ
勉
学
や
部
活
動
の
時
間
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
続
け
て
き
ま
し
た
。

審
査
講
評
で
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
だ
け
で
な
く
産
業
廃
棄
物
の
有
効
活
用
に
も
貢

献
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
「
持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
重
要

な
一
歩
」
と
、
チ
ー
ム
の
熱
意

と
創
造
性
が
今
後
へ
の
期
待
も

込
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
経
験
を
通
し
て
得
た
も

の
は
「
忍
耐
力
」。「
将
来
ど
ん

な
分
野
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
お
い
て
も
必
要
な
も
の
」と
、

長
澤
君
は
代
表
し
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

在
校
生
ト
ピ
ッ
ク
ス

京都大学基礎物理学研究所提供

京都大学提供  

あ
か
ね
の
窓

近畿大会にて

長澤君（中央）と後列左から清水さん、齊藤さん、東口さん
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令和５年度（　　　　）会計報告書令和５年４⽉１⽇〜
令和６年３⽉31⽇

一般会計 現預金残高（R６･３･末 現在） 京一中150年･洛北高校70年記念事業 預金残高
現 　 　 金 73,090 現 　 　 金 0
普 通 預 金 3,241,048 普 通 預 金 7,226,553
ゆうちょ銀行 7,110,513 定 期 預 金 0

　合　　　計⑤ 10,424,651 合　　　計 7,226,553

R５年度利息入金分

　内（    7円）
　内（103円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 備　考 科　目 金　額 備　考

前年度繰越金① 11,344,173 令和５年３月期末 「あかね」発行費 3,050,399 印刷・丁合・製本代・発送料・取材費等
総　会　費 1,683,296 総会・懇親会費（94名）

烏丸京都ホテルにて
入会金（R５年度卒業） 801,000 令和６年３月　卒業生267人 補　助　費 49,429 北海道・関東 各支部

出　張　費 38,880 北海道・関東 各支部
会　議　費 81,796 理事交歓会・常任理事会など

会費（既会員分） 4,476,500 1,015人 記 念 品 費 137,250 卒業生記念品、同窓会賞
うち 年度会費 1,160,000 580人 事務消耗品費 341,054 事務消耗品費・会費払込票印刷代など

前納（３年分） 940,500 171人 通　信　費 1,656,271 会費納入再依頼通信費・一般通信費
前納（５年分） 2,376,000 264人 人　件　費 2,548,920 アルバイト料（シフト勤務 4人）
その他 0 0人 慶　弔　費 34,770 御供花・弔電

うち 一中 会費 71,500 20人 福利厚生費 8,973 事務室用茶葉・コーヒー代等
教職員会費 0 0人 水道光熱費 269,220 ガス・水道・電気代
洛北　会費 4,405,000 995人 支払手数料 278,471 あかね封入・仕訳作業・会費振込手数料他

雑　　　費 13,100 卒業アルバム代（高・中）
会費（R４年度卒業） 1,862,000 令和５年３月　卒業生　266人 旅費交通費 194,860 アルバイト交通費

備　品　費 0
会費（前受金勘定） 1,869,000 令和６年３月　卒業生　267人 諸　会　費 0 各地域会等会費

保　守　料 454,190 新名簿管理システム保守料等
総会出席会費 658,000 総会・懇親会々費（94名）

烏丸京都ホテルにて	
予　備　費 0

広告掲載料 1,809,000 「あかね」広告代 会費（前受金勘定） 1,862,000 令和５年３月　卒業生　266人
寄　付　金 362,351 会員の皆さまからのご厚志等 周年記念事業へ 125,208 寄付者のご意思にて 記念事業へ
雑　収　入 50,214 京一中洛北クラブ他 0
販　売　費 20,500 下鴨校舎史、徽章、レコード、カセットほか 支　出　計④ 12,828,087 「あかね」発行費〜周年記念事業へ　計

会計収入計　② 11,908,565 入会金～販売費　計 次年度繰越金⑤ 10,424,651 ＝③－④

収 入 合 計　③ 23,252,738 ＝①+② 支 出 合 計 23,252,738

山岳部会報誌「Nachricht」
第２号をご存じありませんか？

京一中時代の大先輩達も発刊したかどうか記憶の薄
れた、山岳部の会報誌「Nachricht」第２号（昭和９年刊）
が存在していたことを証明する目次が、同窓会所蔵の「嶺 
山岳写真 特輯號」巻末に掲載されていることがわかりま
した。 所在不明の第２号をご存じの方がおられましたら、
北山の会または同窓会事務局までお知らせください。

�北山の会　kitayamanokai2019@leto.eonet.ne.jp

京一中・洛北高校OBの高齢化とともに、先輩諸氏が所蔵されている学生時代の貴重
な資料の散逸、喪失が危惧されています。京一中・洛北高校の関連資料をお持ちの方は、
ぜひ当同窓会へ寄贈いただきますようお願いいたします。とりわけ戦前・戦中の資料
はほとんど残されておりません。

ご連絡・お問合せは同窓会事務局まで。（075－712-0375）

☆�

昨
年
度
は
左
記
の
方
々
に
資
料
提
供
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

�

こ
こ
に
芳
名
を
記
載
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
令
和
５
年
度

�

資
料
寄
贈
者
芳
名
】

仲
島　
俊
夫	

（
仲
島
秀
夫
教
諭
）

久
世
み
ど
り	

（
京
一
中
昭
和
22
年
卒

�

久
世
光
男
）

藤
本　
敬
一	

（
洛
北
５
期
）

丸
山　
克
代	

（
洛
北
８
期
）

近
藤　
浩
平	

（
洛
北
８
期
）

水
田　
幹
子	

（
洛
北
９
期
）

小
田　
幸
子	

（
洛
北
14
期
）

平
山　
三
船	

（
洛
北
14
期
）

鈴
木　
憲
二	

（
洛
北
16
期
）

河
崎　
啓
一	

（
洛
北
22
期
）

近
藤
千
絵
子	
（
洛
北
26
期
）

大
澤　
広
嗣	

（
文
化
庁 
宗
務
課
）

 寄贈をお願いしたい資料 
・京一中学友会誌　第１号～第５号（明治30年前後発行？）
・京一中・洛北高校に関する資料
　（教科書・機関紙・アルバム・学生時代や旧校舎の写真、物品など）

～北山の会から～

1,015人

1,015人

創刊号（同窓会所蔵
昭和８年10月刊）

「嶺　山岳写真　特輯號」巻末
（同窓会所蔵　昭和９年10月刊） 山岳部部報「嶺」（昭和７年～昭和24年刊）全10巻は全て同窓会が所蔵
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【62号編集委員】
平塚泉（担当理事·洛22）遠山祥子（編集補助·
洛20）蒋池信男（事務局長・洛19）八田香津子

（洛19）堀江三枝子（洛23）常任理事会

母校とは言いますが、父校って言わないですね。
日ごろから疑問に思っていました。ラテン語
でも母校はアルママータ（alma mater ＝恵
みの母）です。温かく包み込む母のイメージ
で“母校”、いい響きですね。卒業して数十年、
いつまでも母校を誇れる同窓生でありたいと
思います。（MH）
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令和6年度　同窓会役員
会　　長	 　髙坂　節三（洛北４期）
副 会 長	 　加藤　幹雄（洛北５期）
　 同 　	 　横山　俊夫（洛北15期）
理 事 長	 　山川富士夫（洛北25期）
特別顧問	 　川口　浩文（洛北高校校長）
常任理事	 　三輪　新造（洛北11期）
　 同 　	 　蒋池　信男（洛北19期）
　 同 　	 　谷口　幸伸（洛北22期）
　 同 　	 　平塚　　泉（洛北22期）
　 同 　	 　河原　敏明（洛北23期）
　 同 　	 　西村　佳哲（洛北27期）
　 同 　	 　倉部　京子（洛北29期）
　 同 　	 　今西　拓人（洛北33期）
　 同 　	 　鍛治　ちか（洛北50期）
監　　事	 　河村　澄子（洛北22期）
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本 部 だ よ り

新理事長 就任あいさつ
京一中洛北高校同窓会　理事長　山川富士夫（洛25）

令和６年度より本同窓会の理事長を務めさせていただくことになりました。まだまだ至らぬ点があろうかと思い
ますので、一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

さて母校は、会員（洛北高校を卒業した時点より既に会員です）の皆さまが初めて自分の意志で進学した学校です。
同級生と行く「修学旅行」、先輩や後輩と汗を流し勝敗に一喜一憂し涙した「部活」、学校がエンタテイメントになる「学
園祭」や淡い恋愛など、まさに青春時代を過ごした母校と当同窓会を大切にしていただきたいと思います。旧校舎
が懐かしい世代，新校舎で慣れ親しんだ世代、そんな違った世代が交流できるのが当同窓会です。皆さまで当同窓
会をお支えくださいますよう，お願い申し上げます。

学年同窓会やクラス会をおこないたいと思った時には同窓会の事務局をのぞいてください。皆さまの連絡先を大
切に保管させていただいております。できれば、一緒に当同窓会の運営にたずさわってほしいと思います。

結びに、会員の皆さまの益々のご健康とご活躍、ご多幸をお祈り申し上げます。

令和５年度（　　　　）周年記念事業 会計報告書令和５年４月１日〜
令和６年３⽉31⽇

科　　　目 金　　額 金 融 機 関
現　 金 0

普 通 預 金 7,226,553 京都銀行
定 期 預 金 0 京都中央信用金庫
合　　　計 7,226,553 翌年度繰越金　⑤

収入の部 支出の部
科　目 金　額 適　用 科　目 金　額 適　用

前年度繰越金① 9,814,661 令和５年３月期末

寄　付　金 200,474 洛十会 新システム構築 2,911,700 システム更新費・ネットワークHP他
寄　付　金 125,208 一般会計寄付分振替

手　数　料 2,200 振込手数料

普通預金利息 7 普通預金利息（京銀）
定期預金利息 103 定期預金利息（中信）

収入小計② 325,792 寄付金～預金利息　計 支出小計④ 2,913,900 新システム構築 〜 手数料　計

翌年度繰越金⑤ 7,226,553 ＝③－④
前年 対 翌年 繰越金差 △ 2,588,108

収 入 合 計③ 10,140,453 ＝①+② 支 出 合 計 10,140,453
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本　社
〒606-8152 京都市左京区一乗寺下り松町16番地
電話（075）781-9458

久御山工場
〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見90-2
電話（0774）43-6996

代表取締役会長 中山太一郎（洛北7回）

真空蒸着箔・ホログラム・転写箔一般 総合メーカー

〒601-8351 京都市南区吉祥院這登西町41番地
電話（075）671-0308

〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見86-1
電話（0774）44-3598

〒601-8177 京都市南区上鳥羽馬廻町１番地
電話（075）671-3344（代表）

本社工場

吉祥院工場

久御山工場

高野店 京都市左京区高野西開町 55-2
TEL　712-7612　 FAX　712-7624

小栗栖店 京都市伏見区小栗栖南後藤町 3-13
TEL　572-5570　 FAX　572-3970

石田店 京都市伏見区石田森東町 3-10
TEL　571-1455　 FAX　575-3813

処方箋調剤・第一類OTC販売薬局

代表取締役 （洛北 15 回卒）藤田　哲
( 株 ) フジタ薬局

調剤薬剤師募集中 ！
在宅介護訪問も行っております

耳鼻咽喉科

松岡医院

左・田中西大久保町42
（東大路元田中上る100m・左京消防署南隣り）

院長／松岡 秀樹 洛北10回

☎781-2751

廣田真理子
（旧姓：小松・洛北40期卒）
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代表取締役会長  折戸  勝　洛北 6回卒
〒101－0041
東京都千代田区神田須田町 1－5　村山ビル４F
TEL. 03－6262－9092　FAX. 03－6262－9068

内科・消化器科・
生活習慣病指導

日・祝日　休診

電話 （075）781－2528

京都市左京区
下鴨本町12
（洛北高校前交差点
北東角） 
1・２階

E-mail　fwga5847@nifty.com

CDI
Communication Design Institute

京都市中京区巴町83番地
　株式会社シィー・ディー・アイ
　代表取締役　疋田 正博（洛12）
　取　締　役　澤田 芳郎（洛22）

髙坂 節三
下鴨神社崇敬会 理事

（洛北４期）

京都心理臨床
研究所

元龍谷大学教授
臨床心理士
日本精神分析学会認定心理療法士

（洛北16期）

（旧姓 上野）

京都市下京区河原町通松原上ル
清水町454-1　林ビル506
TEL. 090-1969-2561
https://www.kyoto-shinri .com

家族や対人関係
不登校、ひきこもり
自分自身に関する悩み

育児の不安

こころの悩み、まずはご相談下さい。

寺井 さち子代表

平塚泉土地家屋調査士事務所

hiratsuka@taiyo-rna.jp
075-361-2653

大橋　晃（洛北28回卒）
株式会社　鶴屋

草履の鼻緒が細くて痛い
孫に息子・娘の初着を着せて宮参りしたい
娘が私の振袖を着てくれるけど寸法は？
留袖や喪服に白いカビが出ている
久しぶりにタンスから出したキモノのアレコレ

京 悉 皆

そんな時

きょう しっ かい

〒606－8104
京都市左京区高野竹屋町31－２
075－781－9774

赤の宮神社さん前
洛北高校27期卒業・西村佳哲

京都高野竹屋郵便局

今井  京子
営業時間／13：00～19：00（不定休）

叡山電鉄修学院駅より徒歩3分
TEL・FAX：075-791-6115

造花  ミリア 検索

今井設計 京都・東京　今井 秀明（洛20卒）
TEL・FAX：075-791-6111（代表）

ブログ公開中

午前中の
レッスンも
OKです

ポーセリンアート・ハーバリウム

株式会社ティ・プラス
〒604-8457 京都市中京区西ノ京馬代町6-16  TEL 075－462-7889　FAX 075－464-3923
E-mail : info@tplus-group.co.jp  https://tplus-group.co.jp

Webサイト制作、撮影、動画編集、ノベルティ、印刷、雑誌編集、発送代行、グラフィックデザイン、
コピーライト、セールスプロモーション、ブランディング、デジタルマーケティング、イベント運営
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いってらっしゃいと背中を押されて　学舎をあとにした
18 の春に　描いた未来を　思い出すことができるかな

自由を胸に駆け抜けた日々　輝き続けてる

あかね色の空の下　同じ風に包まれた
時を超えて繋がろう　はじまりの学舎が
それぞれの今を　いつも　支えている

おかえりなさいと静かにたたずむ　学舎に元気をもらう
あの頃に戻り　笑いあえることを　いつだって思い出せるから

自由を胸に駆け抜けた日々　輝き続けてる

同じ教室に立って　同じグランドを走った
時を超えて繋がろう　はじまりの学舎が
それぞれの今を　いつも　支えている

「はじまりの学舎」
京一中 150 周年・洛北高校 70 周年　祝歌

作詞・作曲　原田　博行（洛北 35 期）

まなびや

まなびや

つな

まなびや

まなびや

つな まなびや

＊音源はこちらから　https://kyo1c-rakuhoku.com/manabiya/

事務局スタッフ募集中！

ぜひ一度、お尋ねください。

dousoukai@kyo1c-rakuhoku.com
※母校卒業生に限ります

TEL. 075-712-0375

母校同窓会のコミュニティづくりに参加しませんか？
（勤務時間10時～16時、曜日その他はご相談）

下
鴨
本
通 正  

門
ゲート
エリア

中　庭

工芸教室

電気室

技術職員室機械室 W
C

W
C

クスノキ

同窓会事務局
入り口

京一中
記念
資料室

N

One Stop

KYOYA GROUP

建築デザイン研究所　UNION.K【設計・監理】

不動産事業部【売買・賃貸・仲介・管理・買取】

もっと生活【各種リフォーム工事・修繕工事】

バウバウ広告制作所【各種印刷物・WEB デザイン】

ソリューション事業部【Yahoo!BB・フレッツ光・パソコンサポート】

東京海上日動【自動車保険・火災保険・地震保険・各種保険】

京都シャラガム【サービスアパートメント・マンスリーマンション運営】
賃貸マンションシリーズ　バウハウス富小路三条、北白川、北山、御蔭

075-702-5900 075-705-3331

075-252-1400 075-252-0081
604-8074 京都市中京区富小路通三条南入朝倉町534

606-8223 京都市左京区田中東樋ノ口町32-5

京都市左京区大原野村町130-2

Since 1996

三十三回卒　代表取締役　一級建築士　山内克己

京家なら土地 テナント探しから
　住宅設計
　　店舗デザイン　
　　　商業施設 社寺建築　
　　　　ビル マンション建設まで
ワンストップで夢をかたちに現実に

075-252-1400 までお気軽にどうぞお問い合わせは（代表）

158mm x 223mm
外枠が B5 判 182mmx257mm
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第六十二号　令和六年

あ

か

ね
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号
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六
年

京
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中
洛
北
高
校
同
窓
会
誌

京一中洛北高校同窓会誌

京都市下京区松原通七本松西入ル 〒６００-８８１４
TEL（０７５）311-5121㈹  FAX（０７５）314-1843

●訪問看護ステーション かいせい ●京都回生病院 デイケアセンター
●在宅介護支援センター京都回生病院 ●京都回生病院居宅介護支援事業所
●訪問リハビリテーション かいせい

●ケアセンター回生 デイケア ●訪問看護ステーション第二かいせい
●ケアセンター回生居宅介護支援事業所　 ●向日市北地域包括支援センター
●訪問看護ステーション第二かいせい かいで出張所

京都府向日市物集女町中海道１９番地の５ 〒６１７-０００１
TEL（０７５）934-6888㈹  FAX（０７５）934-7513

〒６００-８８１４  京都市下京区中堂寺庄ノ内町８-1

京都回生病院

理 事 長

設計　空間工房　青 柳直樹 (洛北13回卒）　医療法人 回生会 理事

出  射  靖  生（洛北13回卒）医療法人 回生会
日本医療機能評価機構認定病院

日本医療機能評価機構認定病院

京都市中京区御幸町通錦小路上ル  〒６０４-８０５１
TEL（０７５）255-0253　  FAX（０７５）255-0254
　　　　　皮膚科／美容皮膚科／小児皮膚科／内科（金曜AM）／外科・整形外科（水曜PM）／リハビリテーション科

●訪問診療　　　　 　　　　　　●訪問リハビリテーション クリニック回生
●アンチエイジング リハビリテーション回生　　●居宅介護支援事業所 クリニック回生 クリニック回生

ケアセンター回生

医療法人真生会 向日回 生 病 院
〒６１７-０００１ 京都府向日市物集女町中海道９２-１２　TEL（０７５）934-6881㈹　FAX（０７５）933-9413

〒６１７-０００4 京都府向日市鶏冠井町堀ノ内21番地の１ハイコーポ FUJITA 105号室 TEL（075）950-0802 FAX （075）950-0803

〒６１７-０８２３  京都府長岡京市長岡２丁目２７ マンハイム長岡南棟３０１号　TEL&FAX（０７５）952-7317

http://www.kaiseikai.or.jphttp://www.kaiseikai.or.jp

http://shinseikai.jpn.com●訪問リハビリテーション向日かいせい
●サテライトステーション長岡

　　


